
野尻湖遺跡群における先土器時代石器群の変遷

野
尻
湖
遺
跡
群
に
お
け
る
先
土
器
時
代
石
器
群
の
変
遷

は

じ

め

に

一
九
四
九
年

（昭
和
三
四
）
の
群
馬
県
岩
宿
遺
跡
の
発
掘
調
査
に
よ
り
、
出
土
層
位
が
異
な

る
複
数
の
石
器
群
が
認
識
さ
れ
、
日
本
の
先
土
器
時
代
研
究
の
幕
開
け
と
同
時
に
石
器
群
の
編

年
研
究
も
始
ま

っ
た
。
そ
の
後
、
先
土
器
時
代
遺
跡
の
発
掘
調
査
は
全
国
に
広
ま

っ
た
。

高
度
経
済
成
長
に
伴
う
開
発
の
増
加
に
よ
り
、　
一
九
六
〇
年
代
の
後
半
か
ら
発
掘
件
数
が
爆

発
的
に
増
え
、
同
時
に
調
査
規
模
も
拡
大
し
た
。
特
に
首
都
圏
近
郊
の
相
模
野
台
地
や
武
蔵
野

台
地
の
所
在
す
る
南
関
東
の
調
査
成
果
は
著
し
く
、
「
月
見
野

ｏ
野
川
以
前
と
以
後
」
と
し
て
、

先
土
器
時
代
史
を
三
分
す
る
画
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

南
関
東
地
域
は
西
方
に
位
置
す
る
箱
根
山
、
富
士
山
の
火
山
灰
に
よ
る
厚
い
ロ
ー
ム
層
の
堆

積
を
持

つ
。
こ
の
ロ
ー
ム
層
の
厚
み
は
石
器
群
の
出
土
層
位
の
把
握
と
、
台
地
内
の
出
土
層
位

の
遺
跡
間
対
比
を
可
能
と
し
た
。　
一
九
七
〇
年
代
に
は
、
層
位
的
出
土
事
例
に
裏
打
ち
さ
れ
た

南
関
東
の
編
年
案
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
編
年
案
の
完
成
度
は
高
く
、
現
在
で
も
南
関
東

地
域
の
編
年
の
軸
と
な

っ
て
い
る
。

そ
の
後
、
開
発
の
波
は
首
都
圏
か
ら
地
方
に
波
及
し
、
全
国
各
地
で
先
土
器
時
代
遺
跡
の
発

掘
調
査
件
数
が
増
え
た
。
し
か
し
、
南
関
東
の
よ
う
に
厚
い
ロ
ー
ム
層
の
堆
積
を
持

つ
地
域
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
層
位
に
基
づ
く
編
年
を
組
む
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
ま
た
、
地
方
の
石
器

群
は
、
南
関
東
と
比
べ
る
と
数
が
少
な
く
、
地
域
の
枠
組
み
を
作
成
で
き
る
だ
け
の
全
体
像
が

見
え
な
か

っ
た
こ
と
も
事
実
だ
ろ
う
。

「
月
見
野

・
野
川
以
後
」
と
な

っ
て
か
ら
四
〇
年
近
く
た

っ
た
現
在
、
い
ま
だ
に
南
関
東
編

年
に
並
ぶ
地
域
編
年
は
な
い
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
全
国
で
確
実
に
調
査
事
例
が
増
え
、
徐

谷

隆

徐
に
そ
の
姿
も
見
え

つ
つ
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
な
か
、　
一
九
九
〇
年
代
に
お
こ
な
わ
れ
た
野
尻

湖
遺
跡
群
の
大
規
模
発
掘
調
査
で
、
層
位
的
事
例
を
伴
い
多
種
多
様
な
石
器
群
が
検
出
さ
れ
た
。

本
稿
は
こ
の
成
果
を
ま
と
め
、
南
関
東
編
年
に
対
峙
し
う
る
地
域
編
年
の
確
立
を
目
指
す
。

一　

野
尻
湖
遺
跡
群
の
発
掘
調
査

野
尻
湖
遺
跡
群
で
の
先
土
器
時
代
研
究
史
は
、　
一
九
五
三
年
に
芹
沢
長
介
と
麻
生
優
に
よ
っ

て
杉
久
保
遺
跡

の
ナ
イ
フ
形
石
器
が
紹
介
さ
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

野
尻
湖
岸
か
ら
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
の
日
歯
が
採
集
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、　
一
九
六
二
年
に
は

「
野
尻
湖
発
掘
」
が
始
ま
る
。

ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
や
オ
オ
ツ
ノ
シ
カ
の
化
石
が
多
く
発
見
さ
れ

「
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
の
湖
」
と
し
て
全
国
的
に
著
名
と
な

っ
た
。
野
尻
湖
の
発
掘
は
野
尻
湖
発
掘

調
査
団
に
よ
り
定
期
的
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
二
〇
〇
六
年
二
月
に
は
第

一
六
次
発
掘
が
お
こ

な
わ
れ
た
。

一
九
六
二
～

一
九
六
六
年
に
杉
久
保
遺
跡
の
調
査
、　
一
九
六
三
年
に
伊
勢
見
山
遺
跡
の
調
査

が
実
施
さ
れ
、
野
尻
湖
周
辺
に
複
数
の
先
土
器
時
代
遺
跡
の
存
在
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

ま
た
、　
一
九
七
六
年
か
ら

一
九
九
八
年
の
間
、
野
尻
湖
発
掘
調
査
団
に
よ
る
八
回
の
陸
上
発
掘

が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
の
調
査
に
よ
り
野
尻
湖
周
辺
の
ト
レ
ン
チ
調
査
や
、
表
面
採
集
調
査
に

よ
り
、
多
く
の
先
土
器
時
代
遺
跡
の
存
在
が
確
認
さ
れ
、
野
尻
湖
遺
跡
群
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な

っ
た
。

一
九
八
九
年
か
ら
は
、
開
発
に
伴
う
緊
急
調
査
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
特
に

一
九

九
二
年
か
ら
始
ま
る
上
信
越
自
動
車
道
の
建
設
に
伴
う
調
査
、　
一
九
九
九
年
か
ら
本
格
化
し
た

国
道
バ
イ
パ
ス
建
設
に
伴
う
調
査
で
は
、　
一
〇
万
点
を
超
す
膨
大
な
数
の
石
器
が
検
出
さ
れ
、
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野
尻
湖
遺
跡
群
が
国
内
有
数
の
遺
跡
規
模
、
密
度
を
誇
る
遺
跡
群
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ

二た
。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

二
〇
〇
三
年
に

「
野
尻
湖
遺
跡
群
の
旧
石
器
時
代
編
年
」
と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か

れ
、
筆
者
ら
が
野
尻
湖
遺
跡
群
の
大
規
模
発
掘
調
査
の
成
果
を
基
と
し
た
編
年
案
を
示
し
た
。

こ
の
編
年
案
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
発
表
資
料
と
し
て
だ
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
整
理
作
業
中
の

資
料
も
存
在
し
た
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
成
果
に
新
し
い
資
料
を
加
え
、
再
考
し
た
も
の
を

正
式
な
論
考
と
し
て
公
表
す
る
。

二
　
編
年
の
方
法

二
つ
の
要
素
を
組
み
合
わ
せ
て
編
年
を
お
こ
な
う
。　
一
つ
は
、
石
器
の
型
式
学
的
な
分
析
、

も
う

一
つ
は
、
石
器
群
の
生
活
面
を
捉
え
、
出
土
層
準
を
位
置
づ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
石
器
型

式
の
検
討
は
石
器
群
の
内
容
記
述
で
お
こ
な
う
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
、
野
尻
湖
遺
跡
群
の
層

序
と
、
生
活
面
の
把
握
方
法
に
つ
い
て
触
れ
る
。

１
　
野
尻
湖
遺
跡
群
の
層
序

野
尻
湖
遺
跡
群
は
、
西
に
位
置
す
る
妙
高
山
、
黒
姫
山
、
飯
縄
山
の
三
か
所
の
火
山
か
ら
の
、

火
山
灰
に
よ
る
ロ
ー
ム
層
が
堆
積
し
て
い
る
。
多
く
の
石
器
群
は
こ
の
ロ
ー
ム
層
中
か
ら
検
出

さ
れ
る
。
遺
跡
間
の
ロ
ー
ム
層
は
対
比
が
可
能
で
、
共
通
し
た
層
名
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
図

１
に
遺
跡
群
の
中
か
ら
堆
積
が
厚
い
貫
ノ
木
遺
跡
と
日
向
林
Ｂ
遺
跡
の
土
層
柱
状
図
を
示
し
た
。

貫
ノ
木
遺
跡
は
作
図
断
面
で
も
石
器
が
出
土
す
る
。
日
向
林
Ｂ
遺
跡
は
石
器
群
出
土
地
点
か
ら

一
〇
研
程
度
は
な
れ
た
地
点
の
図
と
な
る
が
、
堆
積
情
況
は
石
器
出
土
地
点
と
同
じ
で
あ
る
。

先
土
器
時
代
遺
物
包
含
層
は
Ⅲ
層
以
下
と
な
る
。
Ⅲ
層
は
黒
色
土
と

ロ
ー
ム
層
の
漸
移
層
で
あ

る
。
野
尻
湖
発
掘
調
査
団
の
上
部
野
尻

ロ
ー
ム
層
Ⅱ
モ
ヤ
層
に
対
比
さ
れ
る
。

ロ
ー
ム
層
上
面

付
近

へ
の
黒
色
の
染
込
み
部
分
の
た
め
、
地
表
の
植
生
等
の
影
響
等
と
考
え
ら
れ
る
遺
跡
．差
が

み
ら
れ
る
。
層
厚
は

一
五
着―ン
膀
か
ら
二
五
た―ン
冴
程
度
。
Ⅳ
層
は
黄
褐
色
の
ロ
ー
ム
層
で
、
野
尻

湖
発
掘
調
査
団
の
上
部
野
尻

ロ
ー
ム
層
Ⅱ
上
部
上
面
～
下
部
に
対
比
さ
れ
る
。
下
層
と
比
較
す

る
と
や
わ
ら
か
く
粘
性
が
低
い
。
層
厚
は
四
泄―ン
″
程
度
と
厚
い
。
Ｖ

ａ
層
は
下
層
の
黒
色
帯
と

上
層
の
黄
褐
色

ロ
ー
ム
層
が
混
ざ
り
合
う
漸
移
的
な
層
で
層
厚
は
二
〇

―々ン
け
程
度
あ
る
。
野
尻

湖
発
掘
調
査
団
の
上
部
野
尻

ロ
ー
ム
層
Ⅱ
最
下
部
に
対
比
さ
れ
る
。
姶
良
丹
沢
火
山
灰

（以
下

Ａ
Ｔ
と
記
す
）
の
ピ
ー
ク
が
あ
る
。
Ｖ
ｂ
層
は
黒
色
帯
で
層
厚
は
三
〇
及―ン
房
程
度
あ
る
。
粘
性

が
あ
り
締
り
が
よ
い
。
野
尻
湖
発
掘
調
査
団
の
上
部
野
尻
ロ
ー
ム
層
Ｉ
黒
色
帯
上
部
に
対
比
さ

れ
る
。
Ｖ

ｃ
層
は
黒
色
帯
下
部
の
や
や
明
る
い
色
調
部
で
あ
る
。
日
向
林
Ｂ
遺
跡
の
よ
う
に
Ｖ

ｃ
層
が
認
識
で
き
な
い
遺
跡
で
は
、
Ｖ
ｂ
層
下
部
に
含
ま
れ
て
い
る
と
判
断
し
て
い
る
。
Ｖ
ｂ

層
よ
リ
ス
コ
リ
ア
を
多
く
含
む
。
野
尻
湖
発
掘
調
査
団
の
上
部
野
尻

ロ
ー
ム
層
Ｉ
黒
色
帯
下
部

に
対
比
さ
れ
る
。
Ⅵ
層
は
黄
褐
色
の
ロ
ー
ム
層
で
層
厚
は
二
〇
た
―ン
房
程
度
あ
る
。
粘
性
が
あ
り

締
り
が
よ
く
、

ス
コ
リ
ア
や
小
さ
な
火
山
礫
が
含
ま
れ
る
。
野
尻
湖
発
掘
調
査
団
の
上
部
野
尻

ロ
ー
ム
層
Ｉ
の
下
半
部
に
対
比
さ
れ
る
。
今
の
と
こ
ろ
Ⅵ
層
以
下
に
生
活
面
を
持

つ
石
器
群
は

発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

652m

715m

714m

713m

←日向林Ⅲ

一日向林 :

651m

650m

貫ノ木

VI― Sグ リット

に_型料__打罵らぃバ
図 1 野尻湖遺跡群の層序
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２
　
生
活
面
の
把
握

相
模
野
編
年
の
論
考
で
は

「
先

土
器
時
代
の
遺
跡
の
発
掘
で
は
、

当
初
は
遺
物
が
少
な
く
、
極
大
に

達
す
る
と
ま
も
な
く
急
激
に
遺
物

の
出
土
量
が
減
少
す
る
の
が

一
般

的
な
傾
向
で
あ
る
。
礫
群
等
の
遺

構
が
遺
物
の
極
大
値
に
達
し
た
直

後
に
確
認
さ
れ
る
の
も
ま
た

一
般

的
な
傾
向

の
よ
う
で
あ
る
。
」
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
に
示
さ
れ

た
模
式
図
が
図
２
で
あ
る
。
こ
の
現
象
は
現
在
で
も
先
土
器
時
代
遺
跡
で
は
ご
く

一
般
的
な
こ

と
で
、
筆
者
も
野
尻
湖
遺
跡
群
で
多
く
の
発
掘
調
査
を
お
こ
な

っ
て
き
た
が
、
ま
さ
に
こ
の
と

お
り
の
遺
物
出
土
状
態
で
あ

っ
た
。
相
模
野
編
年
論
考
で
は
さ
ら
に

「
相
対
的
に
安
定
し
た
面

と
し
て
礫
群
面
を
重
視
し
て
、
こ
れ
を
生
活
面
と
推
定
し
た
」
と
さ
れ
て
い
る
。

図
３
に
日
向
林
Ｂ
遺
跡
日
向
林
Ｉ
石
器
文
化
Ｂ
Ｌ
ｌ
の
出
土
層
位
別
の
垂
直
分
布
図
と
層
位

別
石
器
出
土
数
を
示
し
た
。
日
向
林
Ｂ
遺
跡
で
は
、
石
器
個
個
の
取
り
上
げ
時
に
、
出
土
座
標

と
出
土
層
位
の
記
録
を
実
施
し
て
い
る
。
石
器
数
が
最
も
集
中
す
る
の
が
、
垂
直
分
布
図
と
層

位
別
出
土
数
の
両
者
で
Ｖ
ｂ
層
と
な
る
。
Ⅲ
層
か
ら
Ｖ
ｂ
層
に
掘
り
下
げ
る
に
つ
れ
、
遺
物
密

度
が
増
し
、
Ｖ
ｂ
層
を
越
し
て
Ⅵ
層
に
な
る
と
、
遺
物
が
出
土
し
な
く
な
る
。
こ
の
現
象
は
、

相
模
野
台
地
の
例
と
共
通
し
て
お
り
、
同
じ
よ
う
な
捉
え
方
が
で
き
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

通
常
の
ロ
ー
ム
層
の
堆
積
が
み
ら
れ
る
野
尻
湖
遺
跡
群
の
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
日
向

林
Ｂ
遺
跡
と
同
様
の
垂
直
分
布
を
示
す
こ
と
か
ら
、
野
尻
湖
遺
跡
群
の
生
活
面
の
把
握
は
相
模

野
台
地
に
お
け
る
生
活
面
の
認
識
方
法
を
適
用
し
た
。

深

さ

図 2 遺物垂直分布模式図
(文献 (3)か ら転載)
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lttllf
OⅢ層  。Ⅳ層  ◇Va層  ◆Vb層           ◆

層位別石器出土数

（〇
寸
¨
”）

Va層上面 12    Vb層 上面 29
Va層上部 14   Vb層 上部 43
Va層中部 27    Vb層 中部 80
Va層下部 52    Vb層 下部 44

Va層合計 105   Vb層 合計 196点

Ⅲ層上面  1
Ⅲ層上部  2
Ⅲ層中部  6
Ⅲ層下部  17

Ⅲ層合計  26

Ⅳ層上面  1
Ⅳ層上部  21
Ⅳ層中部  18
Ⅳ層下部  26

Ⅳ層合計  66

図 3 日向林 I石器文化 BLlの遺物垂直分布図と層位別石器出土数
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〓
一　
野
尻
湖
遺
跡
群
の
先
土
器
時
代
石
器
群
の
編
年

１
　
野
尻
湖
第
Ｉ
期

①
　
野
尻
湖
第
Ｉ
期
の
出
土
層
準
と
古
環
境

野
尻
湖
第
Ｉ
期
の
石
器
群
の
生
活
面
は
Ｖ
ｂ
層
中
に
あ
る
。
野
尻
湖
遺
跡
群
針
ノ
木
遺
跡
低

地
部
の
花
粉
分
析
に
よ
る
と
、
ナ
ラ
類
と
ブ
ナ
林
の
拡
大
期
と
さ
れ
て
い
る
。
現
代
よ
り
気
温

が
低
い
が
、
氷
期
と
し
て
は
温
暖
期
に
あ
た
り
、
降
水
量
も
多
め
で
森
林
が
発
達
し
て
い
た
よ

う
だ
。
貫
ノ
木
遺
跡
で
は
Ｖ
ｂ
層
中
か
ら
ク
マ
ザ
サ
属
型
の
プ
ラ
ン
ト
オ
パ
ー
ル
が
検
出
さ
れ

て
お
り
、
周
囲
に
森
林
が
あ

っ
た
こ
と
が
裏
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

０
　
台
形
石
器
群

（図
４
１
１
～
２３
）

台
形
石
器
を
特
徴
と
し
、
石
刃
を
素
材
と
す
る
ナ
イ
フ
形
石
器
を
組
成
し
な
い
石
器
群
を
台

形
石
器
群
と
す
る
。
日
向
林
Ｉ
石
器
文
化
、
大
久
保
南
Ｉ

ａ
石
器
文
化
、
上

ノ
原
Ｉ
ｂ
石
器
文

化
、
貫
ノ
木
Ｈ
ｌ
Ｉ
石
器
文
化
、
貫
ノ
木
Ｈ
２
Ｉ
石
器
文
化
、
仲
町
遺
跡
Ｂ
Ｐ
３
地
点
が
該
当

す
る
。
台
形
石
器

（６
～
ｎ
）、
掻
器
状
石
器

（１２
～
‐６
）、
貝
殻
状
刃
器

（１７
～
２３
）
、
削
器
類
ヽ

斧
形
石
器

（１
～
５
）
を
主
な
組
成
と
す
る
。

台
形
石
器
は
、
貝
殻
状
剥
片
を
素
材
と
し
、
素
材
打
面
と
末
端
を
側
縁
に
置
き
加
工
を
ほ
ど

こ
す
。
加
工
に
は
器
面
を
覆
う
よ
う
な
平
坦
剥
離
と
、
素
材
を
折
断
す
る
急
角
度
の
剥
離
が
用

い
ら
れ
、
両
面
あ
る
い
は
片
面
に
ほ
ど
こ
さ
れ
る
。
平
刃
状
と
切
出
状
の
刃
部
形
態
が
あ
る
が
、

基
部
形
状
は
共
通
し
て
い
る
た
め
同
じ
柄
が
付
け
ら
れ
て
い
た
と
想
定
で
き
る
。
大
き
さ
は
長

さ
四
対―ン
房
前
後
に
ま
と
ま

っ
て
い
る
。

掻
器
状
石
器
は
貝
殻
状
剥
片
の
末
端
に
連
続
す
る
急
角
度
の
加
工
に
よ
る
刃
付
け
が
ほ
ど
こ

さ
れ
て
い
る
。
「
ウ
ワ
ダ
イ
ラ
型
台
形
石
器
」
、
「
立
野

ヶ
原
型
ナ
イ
フ
形
石
器
」
、
買
口
形
様
石

器
」
の

一
部
に
相
当
す
る
石
器
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
器
種
認
定
に
あ
た

っ
て
は
、
加
工
さ

れ
な
い
素
材
の
鋭
い
縁
辺
を
刃
部
、
加
工
部
位
を
側
縁
と
し
て
認
識
し
て
い
る
よ
う
だ
。
筆
者

は
後
述
す
る
貝
殻
状
刃
器
と
の
比
較
検
討
の
中
か
ら
、
掻
器
状
石
器
に
施
さ
れ
る
連
続
的
な
加

工
は
単
な
る
側
縁
加
工
で
は
な
く
、
刃
部
作
出
の
た
め
の
加
工
と
判
断
し
た
。
野
尻
湖
第
Ⅱ
期

に
出
現
す
る
掻
器
の
プ

ロ
ト
タ
イ
プ
的
な
器
種
の
意
味
合
い
も
含
め
、
掻
器
状
石
器
の
名
称
を

与
え
た
。
野
尻
湖
第
Ｉ
期
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
器
種
で
あ
る
。
日
向
林
Ｉ
石
器
文
化
で
二
七
六

点
も
の
数
が
検
出
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の
石
器
群
に
は
数
点
の
組
成
が
み
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

鋭
い
縁
辺
と
切
り
立

っ
た
側
縁
を
持

つ
石
器
を
貝
殻
状
刃
器
と
し
た
。
切
り
立

っ
た
側
縁
が

確
保
で
き
れ
ば
よ
い
た
め
、
加
工
部
位
は
わ
ず
か
で
あ
り
、
素
材
剥
片
の
形
状
が
ほ
ぼ
維
持
さ

れ
る
。
ま
た
、
側
縁
に
鋭
い
縁
辺
が
あ
る
掻
器
状
石
器
の
多
く
は
、
貝
殻
状
刃
器
と
し
て
も
用

い
ら
れ
て
い
た
。
コ
ロ
形
様
石
器
」
、
「
藪
塚
系
ナ
イ
フ
形
石
器
」
の

一
部
が
こ
の
器
種
に
相
当
す

る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
加
工
頻
度
が
低
い
た
め
、
多
く
の
報
告
書
で
微
細
剥
離
を
有
す
る
剥
片

や
、
二
次
加
工
の
あ
る
剥
片
と
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。
使
用
に
よ
る
も
の
と

想
定
で
き
る
微
細
剥
離
と
、
側
縁
部
の
わ
ず
か
な
加
工
が
器
種
認
定
の
根
拠
と
な
る
た
め
、
黒

曜
石
や
珪
質
頁
岩
の
よ
う
な
微
細
な
剥
離
が
残
る
石
材
に
つ
い
て
は
器
種
判
別
が
可
能
だ
が
、

無
斑
晶
質
安
山
岩
の
よ
う
な
、
風
化
し
や
す
く
気
泡
を
多
く
含
む
石
材
で
の
認
定
は
難
し
い
。

貝
殻
状
刃
器
の
よ
う
な
簡
易
な
石
器
は
ど
の
時
期
に
も
存
在
す
る
が
、
あ
る
程
度
の
数
量
的
ま

と
ま
り
が
な
い
と
、
器
種
と
し
て
認
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
日
向
林
Ｉ
石
器
文
化
で
は
、

一
一
七
六
点
も
の
貝
殻
状
刃
器
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

削
器
類
に
は
削
器
、
扶
入
削
器
、
鋸
歯
縁
状
削
器
等
が
存
在
す
る
が
、
い
ず
れ
も
、
機
能
部
位

の
み
に
加
工
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
お
り
、
素
材
形
状
の
ば
ら

つ
き
も
大
き
く
、
定
ま

っ
た
形
状
が

な
い
。

斧
形
石
器
の
組
成
数
は
他
地
域
と
比
べ
突
出
し
て
多
い
。
片
面
に
滑
ら
か
な
礫
面
を
残
す
蛇

紋
岩
の
分
割
礫
や
剥
片
を
素
材
と
し
、
左
右
側
縁
に
や
や
粗
い
面
的
な
加
工
を
ほ
ど
こ
し
、
刃

部
に
は
研
磨
を
ほ
ど
こ
す
も
の
を
基
本
と
す
る
。
平
面
形
は
短
冊
形
、
撥
形
、
わ
ら
じ
形
な
ど

の
形
状
が
あ
る
が
、
中
間
形
も
多
く

一
定
の
形
態
に
ま
と
ま
ら
な
い
。
小
型
が
多
い
傾
向
は
あ

る
が
、
大
き
い
も
の
か
ら
小
さ
い
も
の
ま
で
、　
一
定
の
大
き
さ
に
ま
と
ま
る
こ
と
は
な
い
。

石
刃
お
よ
び
石
刃
製
石
器
は
基
本
的
に
組
成
し
な
い
。
縦
に
も
横
に
も
長
く
な
い
員
殻
状
剥

片
を
目
的
と
し
た
剥
片
剥
離
が
確
認
で
き
る
。

石
材
は
黒
曜
石
を
主
体
と
す
る
石
器
群
と
、
黒
曜
石
を
用
い
な
い
石
器
群
に
三
分
さ
れ
る
。

大
規
模
な
遺
跡
で
は
黒
曜
石
が
主
体
と
な
る
。
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日
向
林
Ｉ
石
器
文
化
に
は
大
規
模
な
環
状
ブ

ロ
ッ
ク
群
が
、
大
久
保
南
Ｉ

ａ
石
器
文
化
と
上

ノ
原
Ｉ
ｂ
石
器
文
化
に
は
小
規
模
な
環
状
ブ

ロ
ッ
ク
群
が
み
ら
れ
る
。

③
　
石
刃
石
器
群
（図
４
１２４
～
３‐
）

石
刃
を
素
材
と
す
る
ナ
イ
フ
形
石
器
を
特
徴
と
し
、
貝
殻
状
剥
片
素
材
の
石
器
を
組
成
し
な

い
石
器
群
を
石
刃
石
器
群
と
す
る
。
大
久
保
南
Ｉ
ｂ
石
器
文
化
が
該
当
す
る
。
ナ
イ
フ
形
石
器

（２４
～
２９
）、
石
刃
、
斧
形
石
器

（３０
。
３‐
）
を
主
な
組
成
と
す
る
。

ナ
イ
フ
形
石
器
は
、
打
面
が
広
く
残
る
厚
手
の
石
刃
を
素
材
と
す
る
。
基
部
を
中
心
に
加
工

が
ほ
ど
こ
さ
れ
、
加
工
に
よ
り
尖
端
が
作
出
さ
れ
る
も
の
も
含
ま
れ
る
。
基
部
に
は
打
面
が
残

さ
れ
、
厚
手
で
横
側
面
形
の
そ
り
が
大
き
い
。

ま
た
、
石
刃
が
目
的
的
剥
片
と
な
る
。
石
刃
石
核
の
調
整
頻
度
は
低
く
、
大
型
剥
片
の
打
面

や
折
れ
面
な
ど
の
小
口
面
を
作
業
面
と
し
て
石
刃
を
剥
離
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
厚
手
で
打

面
が
広
く
残
る
石
刃
が
目
立

つ
。

斧
形
石
器
の
特
徴
は
台
形
石
器
群
と
大
き
な
違
い
は
な
い
。
数
量
も
複
数
ま
と
ま

っ
て
出
土

す
る
。

明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
は
、
大
久
保
南
Ｉ
ｂ
石
器
文
化
の
み
だ
が
、
環
状
ブ

ロ
ッ
ク
群

が
認
め
ら
れ
る
。
石
材
は
黒
曜
石
が
主
体
と
な
る
。

“
　
台
形
石
器
群
と
石
刃
石
器
群
の
両
者
が
み
ら
れ
る
石
器
群

（図
４
１
３２
～
５４
）

貫
ノ
木
Ｈ
３
Ｉ
石
器
文
化
、
貫
ノ
木
Ｈ
４
Ｉ
石
器
文
化
、
東
裏
Ｈ
ｌ
Ｉ
石
器
文
化
が
該
当
す

る
。
ナ
イ
フ
形
石
器

（３２
～
４０
）、
台
形
石
器

（４‐
～
４９
）、
掻
器
状
石
器
、
貝
殻
状
刃
器
、
斧
形

石
器

（５０
～
５４
）
を
主
な
組
成
と
す
る
。

台
形
石
器
群
と
石
刃
石
器
群
の
両
者
を
併
せ
持

つ
石
器
群
だ
が
、
本
石
器
群
に
特
徴
的
な
ペ

ン
先
形
の
ナ
イ
フ
形
石
器
と
台
形
石
器
が
あ
る
。
寸
詰
ま
り
の
縦
長
剥
片
を
素
材
と
す
る
も
の

で
、
素
材
打
面
を
基
部
に
置
き
、
基
部
周
辺
に
加
工
が
ほ
ど
こ
さ
れ
る
。
素
材
末
端
が
尖
る
タ

イ
プ
を
ペ
ン
先
形
の
ナ
イ
フ
形
石
器

（３２
～
４０
）、
素
材
末
端
が
開
く
タ
イ
プ
を
台
形
石
器

（４‐

～
４９
）
と
し
て
い
る
。
両
者
の
基
部
形
態
は
共
通
す
る
。

斧
形
石
器
は
他
の
石
器
群
と
共
通
し
て
お
り
、
複
数
ま
と
ま

っ
て
検
出
さ
れ
る
。

大
規
模
な
石
器
群
の
石
材
に
は
黒
曜
石
が
多
用
さ
れ
、
小
規
模
な
石
器
群
の
石
材
に
無
斑
晶

質
安
山
岩
や
玉
髄
な
ど
の
黒
曜
石
以
外
の
石
材
が
多
用
さ
れ
る
。

貫
ノ
木
Ｈ
３
Ｉ
石
器
文
化
に
は
大
規
模
な
環
状
プ

ロ
ッ
ク
群
が
あ
る
。

２
　
野
尻
湖
第
Ⅱ
期

α
　
野
尻
湖
第
Ⅱ
期
の
出
土
層
準
と
古
環
境

野
尻
湖
第
Ⅱ
期
の
生
活
面
は
Ｖ

ａ
層
中
に
あ
る
Ｖ

ａ
層
中
に
は
Ａ
Ｔ
の
極
大
値
が
あ
る
が
、

層
厚
が
薄
い
た
め
、
Ａ
Ｔ
の
上
か
下
か
の
判
断
は

つ
け
が
た
い
。
花
粉
分
析
で
は
カ
バ
ノ
キ
属

の
拡
大
期
と
さ
れ
て
お
り
、
気
候
が
寒
冷
化
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
野
尻
湖
第
Ｉ
期
よ
り
寒
く
、

野
尻
湖
第
Ⅲ
よ
り
暖
か
い
時
期
と
な
る
。

＠
　
台
形
石
器
群

（図
５
１
１
～
２０
）

野
尻
湖
第
Ｉ
期
と
同
じ
で
、
台
形
石
器
を
特
徴
と
し
、
石
刃
素
材
の
ナ
イ
フ
形
石
器
を
組
成

し
な
い
石
器
群
を
台
形
石
器
群
と
す
る
。
仲
町
遺
跡
Ｊ
Ｓ
地
点
の
石
器
群
が
該
当
す
る
。
台
形

石
器

（１
～
１０
）、
ナ
イ
フ
形
石
器

（ｎ
～
１４
）、
掻
器
状
石
器

（１５
ｏ
‐６
）、
楔
形
石
器

（１７
ｅ
‐８
）、

斧
形
石
器

（１９
ｏ
２０
）
を
組
成
す
る
。

台
形
石
器
は
、
貝
殻
状
剥
片
を
素
材
と
し
、
素
材
打
面
と
末
端
を
側
縁
と
し
て
加
工
を
ほ
ど

こ
す
。
腹
面
側
か
ら
、
急
角
度
の
剥
離
が
ほ
ど
こ
さ
れ
、

ノ
ッ
チ
状
の
側
縁
が
作
出
さ
れ
る
。

ま
た
、
野
尻
湖
第
Ｉ
期
同
様
に
平
坦
な
剥
離
が
ほ
ど
こ
さ
れ
る
も
の
も
存
在
す
る
。

ナ
イ
フ
形
石
器
は
多
様
な
形
状
の
剥
片
を
素
材
と
し
て
お
り
、
加
工
も
多
様
で
、
斉

一
性
が

低
く
定
ま

っ
た
形
態
が
な
い
。

楔
形
石
器
の
数
は
多
く
、
長
さ
二
～
三
ルーン
”
程
度
の
大
き
さ
が
多
い
。
ま
た
、
楔
形
石
器
に

よ
る
と
考
え
ら
れ
る
傷
が
付
い
た
敲
石
が
特
徴
的
に
存
在
す
る
。

斧
形
石
器
は
、
蛇
紋
岩
の
礫
面
を
有
す
る
剥
片
や
、
分
割
礫
を
素
材
と
し
て
お
り
、
第
Ｉ
期

の
特
徴
が
そ
の
ま
ま
継
続
し
て
い
る
。
傾
向
と
し
て
は
第
Ｉ
期
と
比
べ
、
平
た
い
刃
部
が
減
り

丸
く
て
幅
の
狭
い
刃
部
が
多
く
な
る
。
ま
た
、
礫
を
素
材
と
す
る
表
裏
両
面
に
礫
面
を
有
す
る

斧
形
石
器

（２０
）
も
ぁ
る
。

い
ま
の
と
こ
ろ
、
仲
町
遺
跡
Ｊ
Ｓ
地
点
の
石
器
群
の
み
で
、
石
材
は
チ
ャ
ー
ト
や
鉄
石
英
、

無
斑
晶
質
安
山
岩
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
黒
曜
石
は
少
な
い
。
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③
　
石
刃
石
器
群
（図
５
１２‐
～
３９
）

石
刃
を
素
材
と
す
る
基
部
加
工
の
ナ
イ
フ
形
石
器
を
特
徴
と
す
る
石
器
群
を
石
刃
石
器
群
と

す
る
。
仲
町
遺
跡
Ｂ
Ｐ
２
地
点
、
貫
ノ
木
Ｈ
４
Ⅱ
石
器
文
化
、
貫
ノ
木
Ｈ
５
Ⅱ
石
器
文
化
、
照

月
台
Ｉ
石
器
文
化
が
該
当
す
る
。
主
な
器
種
組
成
は
ナ
イ
フ
形
石
器

（２‐
～
３‐
）、
台
形
石
器

（３２

～
３４
）、
掻
器

（３５
・
３６
）、
彫
器

（３７
）、
楔
形
石
器
、
石
刃
、
斧
形
石
器

（３８
ｏ
３９
）
で
あ
る
。

ナ
イ
フ
形
石
器
は
石
刃
を
素
材
と
し
て
、
基
部
を
中
心
に
加
工
が
ほ
ど
こ
さ
れ
る
。
加
工
に

よ
る
鋭
い
尖
端
を
持

つ
も
の
も
多
く
含
ま
れ
る
。
五
た―ン
膀
を
越
す
大
型
品
が
目
立

つ
。
二
側
縁

加
工
の
ナ
イ
フ
形
石
器
も

一
定
量
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
は
素
材
の
剥
離
軸
と
石
器
の
長
軸
が
ほ

ぼ

一
致
す
る
。
ま
た
、
基
部

へ
の
加
工
が
ノ
ッ
チ
状
と
な
り
、
剥
片
尖
頭
器
の
よ
う
な
形
状
と

な
る
も
の

（２６
）
も
含
ま
れ
る
。

台
形
石
器
の
特
徴
は
台
形
石
器
群
と
共
通
す
る
。

確
実
に
掻
器
と
彫
器
に
認
定
で
き
る
器
種
が
こ
の
時
期
に
登
場
す
る
。
掻
器
は
分
厚
く
や
や

寸
詰
ま
り
の
縦
長
剥
片
を
素
材
と
し
、
素
材
の
末
端
に
刃
部
加
工
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
。
平

面
形
は
拇
指
状
を
呈
す
も
の
が
多
い
が
、
刃
部
再
生
が
繰
り
返
さ
れ
た
た
め
か
、
短
い
も
の
や
、

刃
部
加
工
が
素
材
打
面
側
ま
で
お
よ
ぶ
も
の
も
み
ら
れ
る
。
彫
器
に
は
特
に
定
ま

っ
た
形
態
が

な
い
よ
う
だ
が
、
明
瞭
な
樋
状
剥
離
打
面
の
作
出
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
基
部
形
態
が
ナ
イ

フ
形
石
器
と
共
通
す
る
も
の
が
特
徴
的
に
み
ら
れ
、
ナ
イ
フ
形
石
器
の
刃
部
再
生
を
樋
状
剥
離

で
お
こ
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
彫
器

（３７
）
が
含
ま
れ
る
。

楔
形
石
器
は
台
形
石
器
群
と
比
べ
る
と
数
量
が
少
な
い
が
、
楔
形
石
器
の
あ
た
り
と
み
ら
れ

る
傷
が
付
い
て
い
る
敲
石
と
共
に
組
成
す
る
。

斧
形
石
器
は
第
Ｉ
期
と
同
様
に
片
面
に
礫
面
を
残
す
蛇
紋
岩
の
剥
片
や
分
割
礫
を
素
材
と
す

２つ
。量

が
多
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
遺
跡
内
で
の
石
刃
剥
離
が
あ
り
、
稜
付
の
石
刃
、
頭
部
調
整
、

打
面
調
整
が
認
め
ら
れ
る
。

石
材
は
珪
質
頁
岩
が
中
心
と
な
る
石
器
群
と
、
黒
曜
石
が
主
体
と
な
る
石
器
群
が
あ
る
。

④
　
石
刃
石
器
群
と
国
府
系
石
器
群
の
両
者
が
み
ら
れ
る
石
器
群

（図
５
１
４０
～
５２
）

無
斑
晶
質
安
山
岩
を
主
要
石
材
と
し
、
板
状
の
剥
片
素
材
の
石
核
か
ら
連
続
し
て
剥
離
さ
れ

る
横
長
剥
片
を
素
材
と
す
る
ナ
イ
フ
形
石
器
を
主
体
と
す
る
石
器
群
を
国
府
系
石
器
群
と
す
る
。

い
ま
の
と
こ
ろ
単
独
の
国
府
系
石
器
群
は
み
つ
か

っ
て
い
な
い
が
、
石
刃
石
器
群
中
に
、
国
府

型
ナ
イ
フ
形
石
器
が
伴
う
東
裏
Ｈ
２
Ⅱ
石
器
文
化
が
存
在
す
る
。
器
種
組
成
は
ナ
イ
フ
形
石
器

（４０
～
４６
）、
台
形
石
器

（４７
～
５０
）、
彫
器

（５．
。
５２
）
を
主
と
す
る
。

石
刃
素
材
の
ナ
イ
フ
形
石
器
と
台
形
石
器
の
特
徴
は
石
刃
石
器
群
と
共
通
す
る
。
国
府
型
ナ

イ
フ
形
石
器
の
背
面
に
は
底
面
が
み
ら
れ
、
底
面
以
外
の
主
な

一
次
剥
離
は

一
枚
で
あ
る
。
素

材
打
面

一
側
縁
に
鋸
歯
状
の
加
工
が
ほ
ど
こ
さ
れ
る
。
遺
跡
内
に
国
府
系
石
器
群
の
石
器
製
作

の
痕
跡
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

石
刃
素
材
の
石
器
に
は
珪
質
頁
岩
が
、
国
府
系
石
器
群
に
は
無
斑
晶
質
安
山
岩
が
多
用
さ
れ

て
い
る
。
③
　
茂
呂
系
石
器
群
（図
５
１５３
～
７０
）

二
側
縁
加
工
の
ナ
イ
フ
形
石
器
を
主
体
す
る
石
器
群
を
茂
呂
系
石
器
群
と
す
る
。
裏
ノ
山
Ⅱ

石
器
文
化
、
吹
野
原
Ｉ
石
器
文
化
が
該
当
す
る
。
ナ
イ
フ
形
石
器

（５３
～
６３
）、
台
形
石
器

（６４
ｏ

６５
）、
掻
器

（６６
～
６８
）、
斧
形
石
器

（７０
）
を
主
な
組
成
と
す
る
。

ナ
イ
フ
形
石
器
は
ブ
ラ
ン
テ
ィ
ン
グ
に
よ
り
二
側
縁
に
加
工
が
ほ
ど
こ
さ
れ
る
。
石
刃
の
ほ

か
、
寸
詰
ま
り
の
縦
長
剥
片
を
素
材
と
し
て
い
る
。
石
刃
素
材
の
ナ
イ
フ
形
石
器
は
縦
に
長
く
、

素
材
剥
離
軸
と
石
器
の
主
軸
の
ず
れ
は
少
な
い
。
寸
詰
ま
り
の
縦
長
剥
片
を
素
材
と
す
る
も
の

は
、
素
材
は
剥
離
軸
と
石
器
の
主
軸
が
ず
れ
る
場
合
が
多
い
。
大
き
さ
は
五
ルーン
房
を
越
す
大
型

も
み
ら
れ
る
が
、
数
量
的
に
は
三
ルーン
房
前
後
の
小
型
が
多
い
。

掻
器
は
黒
曜
石
等
の
厚
手
の
幅
広
剥
片
を
素
材
と
す
る
も
の
と
、
鶏
卵
状
の
チ
ャ
ー
ト
の
分

割
剥
片
を
素
材
と
す
る
も
の
が
存
在
す
る
。
平
面
形
は
拇
指
状
、
円
形
を
呈
す
る
。
遺
跡
内
で

の
石
刃
の
剥
離
は
少
な
い
。
吹
野
原
Ｉ
石
器
文
化
に
斧
形
石
器
が
組
成
す
る
ほ
か
、
裏
ノ
山
Ⅱ

石
器
文
化
に
も
斧
形
石
器
が
組
成
す
る
と
考
・‘
り
れ
る
。
石
材
は
黒
曜
石
が
主
体
と
な
る
。

３
　
野
尻
湖
第
Ⅲ
期

①
　
野
尻
湖
第
Ⅲ
期
の
出
土
層
準
と
古
環
境

野
尻
湖
第
Ⅲ
期
の
生
活
面
は
Ⅳ
層
下
部
か
ら
中
部
に
あ
た
る
。
花
粉
分
析
に
よ
る
植
生
は
亜
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寒
帯
針
葉
樹
林
と
な
る
。
最
終
氷
期
の
最
寒
冷
期
に
相
当
し
、
寒
冷
で
乾
燥
し
た
気
候
で
あ

っ

た
。
ま
た
、
水
生
植
物
の
花
粉
が
産
出
す
る
こ
と
か
ら
、
低
地
で
の
開
水
域
が
広
が

っ
た
と
さ

れ
て
い
る
。

α
　
尖
頭
器
石
器
群

（図
６
１
１
～
４８
）

主
に
二
側
縁
加
工
の
ナ
イ
フ
形
石
器
に
、
槍
先
形
尖
頭
器
が
組
成
す
る
石
器
群
を
尖
頭
器
石

器
群
と
す
る
。
東
裏
Ｈ
２
Ⅲ
石
器
文
化
、
貫
ノ
木
Ｈ
２
Ⅲ

ａ
石
器
文
化
、
七

ツ
栗
Ｉ
石
器
文
化

が
該
当
す
る
。
槍
先
形
尖
頭
器

（１
～
７
ｏ
２４
・
２９
～
３７
）、
ナ
イ
フ
形
石
器

（８
～
１５
ｏ
２２
ｏ
２３
ｏ

３８
～
４８
）、
掻
器
、
彫
器
を
主
な
組
成
と
す
る
。

三
燎―ン
″
程
度
の
小
型
で
片
側
縁
に
肩
を
持

つ
左
右
非
対
称
形
を
呈
す
る
槍
先
形
尖
頭
器

（１

～
７
ｏ
２４
）
を
特
徴
と
し
て
い
る
。
尖
端
か
上
肩
の
部
分
に
樋
状
剥
離
が
ほ
ど
こ
さ
れ
る
も
の

と
、
同
部
分
に
素
材
の
縁
辺
が
残
さ
れ
る
も
の
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
切
出
形
を

呈
す
る
ナ
イ
フ
形
石
器

（１４
）
と
共
通
す
る
用
途
が
想
定
で
き
る
。
両
面
に
加
工
が
ほ
ど
こ
さ

れ
る
横
断
面
形
が
凸

レ
ン
ズ
形
を
呈
す
る
も
の
と
、
加
工
が
片
面
に
偏
り
横
断
面
形
が
Ｄ
字
形

を
呈
す
る
も
の
と
が
あ
る
。
ま
た
、
貫
ノ
木
Ｈ
２
Ⅲ

ａ
石
器
文
化
に
は
五
～

一
〇
及―ン
″
程
度
の

中
型
で
平
面
形
が
左
右
対
称
で
、
尖
端
か
ら
樋
状
剥
離
が
ほ
ど
こ
さ
れ
る
両
面
加
工
の
槍
先
形

尖
頭
器
が
、
前
述
し
た
小
型
で
肩
の
張
る
槍
先
形
尖
頭
器
の
他
に
組
成
し
て
い
る
。

ナ
イ
フ
形
石
器
は
五
及―ン
″
以
下
の
小
型
が
中
心
と
な
る
。
縦
長
剥
片
を
素
材
と
す
る
が
、
石

刃
と
呼
べ
る
よ
う
な
定
形
的
な
素
材
は
少
な
い
。
加
工
は
二
側
縁
に
ほ
ど
こ
さ
れ
、
素
材
が
折

断
さ
れ
形
状
が
大
き
く
変
化
す
る
も
の
が
多
い
。
完
成
形
の
斉

一
性
は
低
い
。
切
出
形
の
ナ
イ

フ
形
石
器
に
は
ブ
ラ
ン
テ
ィ
ン
グ
の
他
に
、
平
坦
な
剥
離
に
よ
る
加
工
が
み
ら
れ
、
槍
先
形
尖

頭
器
と
の
中
間
的
な
ナ
イ
フ
形
石
器
が
存
在
す
る
。

掻
器
は
と
に
か
く
数
が
多
い
。
チ
ャ
ー
ト
や
黒
曜
石
を
石
材
と
す
る
小
型
で
、
拇
指
状
あ
る

い
は
円
形
を
呈
す
る

一
群
と
、
無
斑
晶
質
安
山
岩
を
石
材
製
の
分
厚
い
石
刃
を
素
材
と
す
る
縦

長
の

一
群
が
あ
る
。

彫
器
は
あ
ま
り
多
く
な
く
、
定
ま

っ
た
形
態
は
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

０
　
国
府
系
石
器
群

（図
６
１
４９
～
５３
）

無
斑
品
質
安
山
岩
製
の
横
長
剥
片
を
素
材
と
す
る
ナ
イ
フ
形
石
器
を
特
徴
と
す
る
石
器
群
を

国
府
系
石
器
群
と
す
る
。
貫
ノ
木
Ｈ
ｌ
Ⅱ
石
器
文
化
が
該
当
す
る
。

ナ
イ
フ
形
石
器
の
素
材
は
、
板
状
の
無
斑
品
質
安
山
岩
製
の
大
型
剥
片
か
ら
連
続
し
て
剥
離

さ
れ
た
横
長
剥
片
で
あ
る
。
こ
の
剥
片
の
背
面
に
は
素
材
の
底
面
が
残
さ
れ
て
お
り
、
底
面
以

外
の
剥
離
面
は
複
数
み
ら
れ
、
野
尻
湖
第
Ⅱ
期
の
国
府
型
ナ
イ
フ
形
石
器
に
み
ら
れ
る

一
枚
と

は
異
な
る
。
こ
れ
は
、
板
状
剥
片
石
核
に
お
け
る
打
点
の
移
動
が
、
第
Ⅱ
期
は
直
線
的
に
移
動

す
る
の
に
対
し
、
第
Ⅲ
期
は
左
右
に
振
れ
な
が
ら
移
動
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
二
次
加
工

は
素
材
打
面
側
の
側
縁
全
体
と
、
末
端
側
側
縁
の
基
部
側
の
二
側
縁
に
ほ
ど
こ
さ
れ
る
。
こ
の

際
、
左
右
の
側
縁
で
加
工
が
ほ
ど
こ
さ
れ
る
面
が
、
背
面
と
腹
面
で
異
な
る
場
合
が
多
く
、
横

断
面
形
が
ひ
し
形
と
な
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
に
は
縦
長
剥
片
を
素
材
と
し
た
基
部
加
工
の
ナ
イ

フ
形
石
器
も
共
伴
し
て
い
る
。

④
　
石
刃
石
器
群
（図
６
１５４
～
６０
）

石
刃
素
材
の
基
部
加
工
の
ナ
イ
フ
形
石
器
を
特
徴
と
す
る
石
器
群
を
石
刃
石
器
群
と
す
る
。

貫
ノ
木
Ｈ
ｌ
Ⅱ
石
器
文
化
に
石
刃
石
器
群
が
あ
り
、
候
補
と
し
て
検
討
さ
れ
て
い
る

（１８
・
３０
）。

し
か
し
、
貫
ノ
木
遺
跡
Ｈ
ｌ
地
点
に
お
け
る
、
石
刃
石
器
群
の
出
土
層
位
は
、
Ⅲ
層
下
部
か
ら

Ⅳ
層
上
部
で
あ
り
、
層
位
的
に
は
野
尻
湖
第
Ⅳ
期
と
な
る
。
同
地
点
に
は
黒
曜
石
を
主
要
石
材

と
す
る
野
尻
湖
第
Ⅳ
期
の
杉
久
保
系
石
器
群
も
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
石
器
群
が
杉
久
保

系
石
器
群
に
属
す
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
明
確
な
位
置
づ
け
は
せ
ず
、

候
補
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。

器
種
組
成
は
ナ
イ
フ
形
石
器

（５４
～
６０
）、
掻
器
と
な
る
。

ナ
イ
フ
形
石
器
は
五
ルーン
房
以
上
の

長
さ
を
持
ち
、
珪
質
頁
岩
あ
る
い
は
珪
質
凝
灰
岩
の
石
刃
を
素
材
と
し
て
、
基
部
に
加
工
が
ほ

ど
こ
さ
れ
る
。
基
部
端
に
は
素
材
の
打
面
が
残
さ
れ
る
。

４
　
野
尻
湖
第
Ⅳ
期

①
　
野
尻
湖
第
Ⅳ
期
の
出
土
層
準
と
古
環
境

野
尻
湖
第
Ⅳ
期
の
生
活
面
は
Ⅳ
層
上
部
か
ら
Ⅲ
層
下
部
に
あ
た
る
。
花
粉
分
析
に
よ
る
区
分

で
は
、
野
尻
湖
第
Ⅲ
期
と
分
か
れ
て
い
な
い
が
、
最
寒
冷
期
を
過
ぎ
た
も
の
の
、
依
然
寒
冷
な

気
候
で
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

野尻湖遺跡群における先土器時代石器群の変遷
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図 6 野尻湖第Ⅲ期の石器群
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野尻湖遺跡群における先土器時代石器群の変遷

②
　
尖
頭
器
石
器
群
（図
７
１
１
～
１６
）

槍
先
形
尖
頭
器
を
主
体
と
す
る
石
器
群
を
尖
頭
器
石
器
群
と
す
る
。
貫
ノ
木
Ｈ
Ｉ
Ⅲ

ｃ
石
器

文
化
、
西
岡
Ⅲ

ａ
石
器
文
化
が
該
当
す
る
。
槍
先
形
尖
頭
器

（１
～
ｎ
）
掻
器

（１５
・
‐６
）、
削

器

（１２
～
‐４
）
を
お
も
な
組
成
と
し
、
ナ
イ
フ
形
石
器
は
組
成
し
な
い
。

貫
ノ
木
Ｈ
ｌ
Ⅲ

ｃ
石
器
文
化
の
槍
先
形
尖
頭
器

（
１
～
５
）
は
五
及レ
膀
前
後
で
、
両
面
に
加

工
が
ほ
ど
こ
さ
れ
る
。
平
面
形
は
尖
端
が
鋭
く
尖
り
、
基
部
は
丸
く
、
最
大
幅
が
基
部
側
に
偏

る
涙
滴
形
を
呈
す
る
。　
一
方
西
岡
Ⅲ

ａ
石
器
文
化
の
槍
先
形
尖
頭
器

（６
～
ｎ
）
は
三
費
ン
研
程

度
と
小
型
で
、
加
工
部
位
が
片
面
に
偏
る
も
の
が
多
い
。

貫
ノ
木
Ｈ
ｌ
Ⅲ

ｃ
石
器
文
化
で
は
隣
接
す
る
石
器
文
化
と
の
関
係
か
ら
、
共
伴
器
種
が
は

っ

き
り
し
な
い
。
西
岡
Ⅲ

ａ
石
器
文
化
に
は
片
面
加
工
の
槍
先
形
尖
頭
器
と
大
き
さ
や
加
工
が
共

通
す
る
掻
器

（１５
ｏ
‐６
）、
小
型
の
縦
長
剥
片
に
ノ
ッ
チ
状
の
刃
付
け
を
施
し
た
快
入
削
器

（１３
ｏ

‐４
）、
小
型
の
角
錐
状
石
器
が
伴
う
。

③
　
国
府
系
石
器
群
（図
７
１２８
～
３６
）

無
斑
品
質
安
山
岩
製
の
横
長
剥
片
を
素
材
と
す
る
ナ
イ
フ
形
石
器
を
特
徴
と
す
る
石
器
群
を

国
府
系
石
器
群
と
す
る
。
野
尻
湖
第
Ⅲ
期
の
国
府
系
石
器
群
と
明
瞭
な
差
が
認
め
ら
れ
な
い
が
、

検
出
さ
れ
て
い
る
石
器
群
数
が
増
え
、
規
模
も
大
き
く
な
る
。
西
岡
Ⅲ
ｂ
石
器
文
化
が
該
当
す

る
ほ
か
、
東
裏
遺
跡
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
地
点
、
上

ノ
原
遺
跡
県
道
地
点
で
も
野
尻
湖
第
Ⅳ

期
の
国
府
系
石
器
群
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

無
斑
晶
質
安
山
岩
製
の
横
長
剥
片
を
素
材
と
す
る
ナ
イ
フ
形
石
器

（２８
～
３４
）
の
素
材
、
加

工
、
形
態
は
野
尻
湖
第
Ⅲ
期
と
共
通
し
て
い
る
が
、
縦
長
剥
片
素
材
の
基
部
加
工
の
ナ
イ
フ
形

石
器
の
共
伴
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

掻
器
や
削
器
も
組
成
す
る
が
明
確
な
目
的
形
態
は
な
い
よ
う
で
、
残
核
等
を
素
材
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
角
錐
状
石
器

（３６
）
も
組
成
す
る
。

④
　
杉
久
保
系
石
器
群

（図
７
，
１７
～
２７
）

杉
久
保
型
ナ
イ
フ
形
石
器
と
神
山
型
彫
器
を
組
成
す
る
石
器
群
を
杉
久
保
系
石
器
群
と
す
る
。

七

ツ
栗
Ⅱ
石
器
文
化
、
貫
ノ
木
Ｈ
２
Ⅲ
ｂ
石
器
文
化
、
貫
ノ
木
Ｈ
ｌ
Ｉ
Ⅲ
ｂ
石
器
文
化
、
仲
町

Ｂ
Ｐ
４
地
点
が
該
当
す
る
。
そ
の
他
、
杉
久
保
型
ナ
イ
フ
形
石
器
の
標
識
遺
跡
で
あ
る
杉
久
保

Ａ
遺
跡
、
上
ノ
原
遺
跡
県
道
地
点
、
東
裏
遺
跡
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
地
点
に
も
杉
久
保
系
石

器
群
が
み
ら
れ
る
。
器
種
組
成
は
ナ
イ
フ
形
石
器

（１７
～
２‐
）、
彫
器

（２２
～
２４
）、
石
刃
を
主
体

と
す
る
。

ナ
イ
フ
形
石
器
は
、
細
長
い
石
刃
を
素
材
と
し
て
、
基
部
と
尖
端
に
加
工
が
ほ
ど
こ
さ
れ
る
。

素
材
の
形
状
自
体
が
完
成
形
に
近
い
た
め
、
加
工
頻
度
は
低
い
。
基
本
的
に
素
材
の
打
面
は
除

去
さ
れ
、
基
部
腹
面
に
平
坦
な
剥
離
が
ほ
ど
こ
さ
れ
る
も
の
が
含
ま
れ
る
。

彫
器
は
杉
久
保
型
ナ
イ
フ
形
石
器
の
素
材
よ
り
、
幅
の
広
い
石
刃
を
素
材
と
し
て
い
る
。
背

面
か
ら
素
材
軸
を
斜
め
に
折
断
す
る
樋
状
剥
離
打
面
調
整
を
施
し
、
背
面
側
に
樋
状
剥
離
を
施

す
神
山
型
彫
器

（２３
）
が
主
体
と
な
る
が
、
樋
状
剥
離
打
面
調
整
と
彫
刀
面
の
背
面
、
腹
面
が
入

れ
替
わ
る
も
の
や
、
彫
刀
面
が
素
材
側
縁
に
平
行
す
る
小
坂
型
の
範
疇
に
入
る
も
の

（２４
）
も

多
い
。

数
量
が
多
い
石
刃
は
幅
が
広
く
、
ナ
イ
フ
形
石
器
の
素
材
と
な
る
も
の
は
少
な
い
。

杉
久
保
系
石
器
群
に
は
槍
先
形
尖
頭
器
が
伴
わ
な
い
例
が
多
い
が
、
貫
ノ
木
Ｈ
２
Ⅲ
ｂ
石
器

文
化
に
組
成
す
る
ほ
か

（２５
～
２７
）、
上

ノ
原
遺
跡
町
道
地
点
で
は
か
な
り
の
数
の
杉
久
保
系
石

器
群
の
ナ
イ
フ
形
石
器
と
槍
先
形
尖
頭
器
が
同

一
範
囲
内
か
ら
検
出
さ
れ
て
い
る
。

遺
跡
内
で
の
石
刃
剥
離
痕
跡
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
遺
跡
外
で
製
作
さ
れ
た
も
の
が
持
ち
込
ま

れ
、
細
部
調
整
等
が
遺
跡
内
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

石
材
は
珪
質
頁
岩
が
主
体
と
な
る
が
、
無
斑
品
質
安
山
岩
も
多
い
。
珪
質
頁
岩
よ
り
も
産
地

が
近
い
無
斑
晶
質
安
山
岩
は
、
珪
質
頁
岩

の
補
完
的
な
石
材
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。
無
斑
晶
質
安
山
岩
が
多
い
石
器
群
に
は
、
七

ツ
栗
Ⅱ
石
器
文
化
の
他
に
、
杉
久
保

遺
跡
が
あ
げ
ら
れ
る
。

５
　
野
尻
湖
第
Ｖ
期

①
　
野
尻
湖
第
Ｖ
期
の
出
土
層
準
と
古
環
境

野
尻
湖
第
Ｖ
期
の
生
活
面
は
Ⅲ
層
と
な
る
。
Ⅲ
層
下
部
以
下
は
野
尻
湖
第
Ⅳ
期
の
生
活
面
が

想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
第
Ⅳ
期
と
第
Ｖ
期
の
明
瞭
な
境
目
は
な
い
。
ま
た
、
Ⅲ
層
上
部
に
は
縄

文
時
代
早
期
の
生
活
面
が
あ
り
、
縄
文
時
代
早
期
、
草
創
期
と
の
層
位
的
な
区
分
も
明
瞭
で
は
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野尻湖遺跡群における先土器時代石器群の変遷

な
い
。

長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
発
掘
調
査
で
は
、
こ
の
時
期
の
花
粉
分
析
の
デ
ー
タ
は
得

ら
れ
な
か

っ
た
。
最
終
氷
期
が
終
わ
ろ
う
と
す
る
時
期
で
あ
り
、
寒
冷
か
ら
温
暖
な
気
候
に
変

わ
り
ゆ
く
、
気
候
変
動
が
激
し
い
時
期
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｏ
　
尖
頭
器
石
器
群

（図
７
，
４２
～
４８
）

野
尻
湖
第
Ⅳ
期
に
引
き
続
き
、
槍
先
形
尖
頭
器
を
主
体
と
す
る
石
器
群
を
尖
頭
器
石
器
群
と

す
る
。
上
ノ
原
Ⅱ
石
器
文
化
、
西
岡
Ⅲ

ｃ
石
器
文
化
が
該
当
す
る
。
か

つ
て
上
ノ
原
Ⅱ
石
器
文

化
を
野
尻
湖
第
Ⅳ
期
と
し
て
位
置
づ
け
た
こ
と
が
あ
る
。
野
尻
湖
第
Ｖ
期
の
尖
頭
器
石
器
群
と

し
て
、
大
型
の
槍
先
形
尖
頭
器
と
石
斧
を
特
徴
と
す
る
神
子
柴
系
石
器
群
を
想
定
し
て
い
た
。

そ
の
た
め
、
石
刃
を
持
た
な
い
等
の
性
格
が
異
な
る
石
器
群
に
つ
い
て
は
、
前
の
時
期
と
し
て

位
置
づ
け
た
。
し
か
し
、
槍
先
形
尖
頭
器
の
大
型
化
と
、
神
子
柴
系
石
器
群
の
登
場
に
関
連
が

あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
こ
れ
ら
を
野
尻
湖
第
Ｖ
期
と
位
置
づ
け
な
お
す
こ
と
と
す
る
。

槍
先
形
尖
頭
器
は
、　
一
〇
及―ン
”
を
越
す
大
型
が
目
立
ち
、
両
面
に
加
工
が
施
さ
れ
る
。
平
面

形
は
柳
葉
形
や
木
葉
形
を
呈
し
、
滑
ら
か
な
縁
辺
形
状
を
持

つ
。
断
面
形
は
凸

レ
ン
ズ
形
を
呈

し
、
側
面
か
ら
み
る
稜
線
は
整

っ
た
直
線
と
な
る
。
槍
先
形
尖
頭
器
以
外
に
は
、
掻
器
や
削
器

等
が
組
成
す
る
。
遺
跡
内
で
の
槍
先
形
尖
頭
器
生
産
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
遺

跡
外
で
製
作
さ
れ
た
も
の
が
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

石
材
は
無
斑
晶
質
安
山
岩
や
珪
質
頁
岩
等
、
黒
曜
石
以
外
が
多
く
用
い
ら
れ
る
。

③
　
細
石
刃
石
器
群
（図
７
１３７
～
４‐
）

細
石
刃
や
細
石
刃
核
を
組
成
す
る
石
器
群
を
細
石
刃
石
器
群
と
す
る
。
長
野
県
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
の
発
掘
調
査
で
は
、
断
片
的
な
細
石
刃
、
細
石
刃
核
の
出
土
が
あ
る
も
の
の
、
石
器

文
化

ｏ
石
器
群
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
な
ま
と
ま

っ
た
資
料
は
な
い
。
上
ノ
原
遺
跡
北
部
高

校
地
点
で
ま
と
ま

っ
た
資
料
が
検
出
さ
れ
て
い
る
が
、
評
価
に
つ
い
て
は
本
報
告
を
待

っ
て
か

ら
と
す
る
。

細
石
刃
核
の
形
状
と
し
て
は
、
船
底
形
と
稜
柱
形
の
二

つ
が
み
ら
れ
る
が
、
稜
柱
形
の
中
に

は
、
船
底
形
の
細
石
刃
核
の
剥
離
が
進
ん
だ
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

石
材
は
黒
曜
石
や
珪
質
頁
岩
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。

四
　
野
尻
湖
編
年
と
南
関
東
編
年

日
本
列
島
の
中
で
層
位
的
事
例
に
基
づ
く
編
年
研
究
が
最
も
進
ん
で
い
る
の
が
、
相
模
野
台

地
と
武
蔵
野
台
地
で
あ
る
。
多
く
の
研
究
者
に
引
用
さ
れ
る
諏
訪
間
順
に
よ
る
相
模
野
台
地
の

編
年
と
、
武
蔵
野
台
地
で
検
出
さ
れ
る
石
器
群
の
層
位
と
の
比
較
検
討
を
お
こ
な
う
。
野
尻
湖

編
年
に
よ
る
主
要
石
器
の
変
遷
お
よ
び
、
他
地
域
と
の
時
期
対
比
を
図
８
に
示
し
た
。

南
関
東
の
斧
形
石
器
、
台
形
石
器
、
環
状
ブ

ロ
ッ
ク
群
は
武
蔵
野
台
地
Ｘ
層
か
ら
Ⅸ
層
段
階

の
石
器
群
に
限
定
的
に
み
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
野
尻
湖
第
Ｉ
期
は
武
蔵
野
台
地
Ⅸ

ｏ
Ｘ
層
段

階
に
並
行
す
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
諏
訪
間
編
年
で
は
段
階
Ｉ
～
段
階
Ⅱ
と
な
る
。
諏
訪
間

編
年
の
段
階
Ｉ
と
段
階
Ⅱ
は
明
確
な
石
刃

・
縦
長
剥
片
剥
離
技
術
の
成
立
を
持

っ
て
画
さ
れ
て

い
る
。
野
尻
湖
編
年
で
は
石
刃

・
縦
長
剥
片
を
持
た
な
い
日
向
林
Ｉ
石
器
文
化
と
、
石
刃
が
主

体
と
な
る
大
久
保
南
Ｉ
石
器
文
化
や
、
石
刃
を
含
む
貫
ノ
木
Ｈ
３
Ｉ
石
器
文
化
に
つ
い
て
は
そ

れ
ぞ
れ
が
、
次
の
野
尻
湖
第
Ⅱ
期

へ
の
つ
な
が
り
が
認
め
ら
れ
、
時
間
的
並
行
を
考
慮
せ
ざ
る

え
な
い
状
況
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
野
尻
湖
遺
跡
群
で
の
明
確
な
石
刃

ｏ
縦
長
剥
片
剥
離
技
術

の
有
無
を
時
間
差
と
し
て
画
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

野
尻
湖
第
Ⅱ
期
は
武
蔵
野
台
地
Ⅶ
～
Ⅵ
層
段
階
、
諏
訪
間
段
階
Ⅲ
～
Ⅳ
に
対
比
さ
れ
る
。
石

刃
剥
離
技
術
が
発
達
し
、
仲
町
Ｂ
Ｐ
２
地
点
や
、
照
月
台
Ｉ
石
器
文
化
に
み
ら
れ
る
中
～
大
型

の
基
部
加
工
や
二
側
縁
加
工
の
ナ
イ
フ
形
石
器
の
特
徴
は
武
蔵
野
台
地
Ⅶ
層
段
階
と
諏
訪
間
段

階
Ⅲ
の
ナ
イ
フ
形
石
器
と
共
通
す
る
特
徴
を
有
す
る
。
い
っ
ぼ
う
、
裏
ノ
山
Ⅱ
石
器
文
化
に
み

ら
れ
る
大
型
～
小
型
の
二
側
縁
加
工
の
ナ
イ
フ
形
石
器
は
武
蔵
野
台
地
Ⅵ
層
段
階
、
諏
訪
間
段

階
Ⅳ
に
対
比
で
き
よ
う
。
問
題
と
な
る
の
は
、
武
蔵
野
台
地
Ⅶ
層
段
階
に
対
比
さ
れ
る
石
器
群

と
、
Ⅵ
層
段
階
に
対
比
さ
れ
る
石
器
群
を
単
純
に
時
間
差
と
し
て
区
分
で
き
な
い
点
に
あ
る
。

照
月
台
Ｉ
石
器
文
化
は
、
遺
構
の
埋
土
中
に
Ａ
Ｔ
が
多
く
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
Ａ
Ｔ
降
灰

直
後
の
時
間
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
石
器
群
の
内
容
は
Ⅶ
層
的
だ
が
、
層
位

的
に
は
武
蔵
野
台
地
Ⅵ
層
に
並
行
す
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
裏
ノ
山
Ⅱ

。
東
裏
Ｈ
２
Ⅱ
石
器

文
化
と
仲
町
Ｂ
Ｐ
２
地
点
で
は
堆
積
が
薄
く
細
か
い
層
位
的
区
分
が
不
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

Ⅶ
層
段
階
、
Ⅵ
層
段
階
に
対
比
で
き
る
石
器
群
そ
れ
ぞ
れ
に
斧
形
石
器
が
共
伴
す
る
。
南
関
東

ゴ5
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で
の
斧
形
石
器
の
出
土
事
例
は
、
Ｘ
～
Ⅸ
層
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
野
尻
湖
遺
跡
群
で
は
そ
の

後
の
時
期
と
な
る
野
尻
湖
第
Ⅱ
期
の
多
く
の
石
器
群
に
斧
形
石
器
が
共
伴
し
て
い
る
。
野
尻
湖

第
Ｉ
期
に
斧
形
石
器
が
多
い
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
が
混
入
し
て
い
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。

し
か
し
、
も
と
も
と
数
が
多
い
と
い
っ
て
も
、
野
尻
湖
遺
跡
群
で
の
総
点
数
が
二
〇
〇
点
あ

ま
り
し
か
な
い
斧
形
石
器
が
、
照
月
台
Ｉ
石
器
文
化
、
貫
ノ
木
Ｈ
５
Ⅱ
石
器
文
化
、
吹
野
原
Ｉ

石
器
文
化
、
仲
町
Ｊ
Ｓ
地
点
、
仲
町
Ｂ
Ｐ
２
地
点
で
複
数
点
の
共
伴
が
あ
る
上
に
、
裏
ノ
山
Ⅱ

石
器
文
化
、
東
裏
Ｈ
２
Ⅱ
石
器
文
化

で
も
、
斧
形
石
器
が
共
伴
す
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
う
な

る
と
、
斧
形
石
器
が
共
伴
す
る
石
器
群
よ
り
も
斧
形
石
器
が
共
伴
し
な
い
石
器
群
の
方
が
少
な

い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
石
器
群
の
ブ

ロ
ッ
ク
の
平
面
、
垂
直
分
布
の
状
況
は
、
共
伴
す
る

と
判
断
す
べ
き
分
布
を
示
す
も
の
が
大
半
で
あ
り
、
も
は
や
偶
然
の
混
じ
り
こ
み
と
し
て
説
明

で
き
る
数
量
を
は
る
か
に
越
え
て
い
る
。
も
と
も
と
斧
形
石
器
が
多
く
利
用
さ
れ
る
野
尻
湖
遺

跡
群
に
、
武
蔵
野
台
地
よ
り
後
の
時
期
ま
で
斧
形
石
器
が
組
成
し
て
い
て
も
不
思
議
は
な
い
と

考
え
る
。

野
尻
湖
第
Ⅲ
期
は
武
蔵
野
台
地
Ｖ
層

。
Ⅳ
層
下
部
段
階
、
諏
訪
間
段
階
Ｖ
に
対
比
さ
れ
る
。

南
関
東
に
お
け
る
こ
の
時
期
は
、
切
出
形
ナ
イ
フ
形
石
器
、
角
錐
状
石
器
に
国
府
系
ナ
イ
フ
形

石
器
に
象
徴
さ
れ
る
。
野
尻
湖
遺
跡
群
の
国
府
系
石
器
群
は
、
第
Ⅱ
期
に
出
現
す
る
。
第
Ⅱ
期

は
Ａ
Ｔ
降
灰
直
後
ま
で
含
ま
れ
て
い
る
。
九
州
島
で
は
Ａ
Ｔ
層
直
上
で
国
府
系
石
器
群
が
検
出

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
野
尻
湖
で
も
第
Ⅱ
期
の
終
盤
に
、
国
府
系
石
器
群
が
出
現
す
る
と
の
理
解

が
可
能
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
国
府
系
石
器
群
は
層
位
的
出
土
事
例
か
ら
、
次
の
野
尻
湖
第
Ⅳ
期

ま
で
継
続
す
る
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
る
。
斧
形
石
器
の
組
成
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
明
確

な
石
器
群
は
な
い
。
し
か
し
、
第
Ⅱ
期
と
評
価
し
た
仲
町
Ｂ
Ｐ
２
地
点
は
、
層
位
的
に
第
Ⅲ
期

に
属
す
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
仲
町
Ｂ
Ｐ
２
地
点
が
第
Ⅲ
期
と
な
る
と
、
斧
形
石
器
は
さ
ら

に
後
ま
で
継
続
し
て
組
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
第
Ⅳ
期
の
杉
久
保
系
石
器
群
に
も
斧
形

石
器
の
複
数
の
共
伴
例
が
あ
る
。

野
尻
湖
第
Ⅲ
期
か
ら
出
現
す
る
槍
先
形
尖
頭
器
に
は

「
東
内
野
型
有
樋
尖
頭
器
」
（図
６
１
１

～
７
ｏ
２４
ｏ
３６
・
３７
）
と
、
「
男
女
倉
型
有
樋
尖
頭
器
」
（図
６
１
２９
～
３２
）
が
あ
る
。
「
東
内
野
型

有
樋
尖
頭
器
」
は
東
裏
Ｈ
２
Ⅲ
石
器
文
化
に
ま
と
ま

っ
た
事
例
が
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
時
期

を
確
定
で
き
る
層
序
が
な
い
。
明
確
な
出
土
層
位
を
持

つ
石
器
群
と
し
て
は
、
七

ツ
栗
Ｉ
石
器

文
化
に

「
東
内
野
型
有
樋
尖
頭
器
」
に
類
す
る
槍
先
形
尖
頭
器
が

一
点
だ
け
存
在
す
る

（２４
）
。

こ
ち
ら
に
つ
い
て
は
、
隣
接
す
る
野
尻
湖
第
Ⅳ
期
の
杉
久
保
系
石
器
群

（七
ツ
栗
Ⅱ
石
器
文
化
）

よ
り
、
明
ら
か
に
層
位
的
に
下
位
に
位
置
す
る
。

こ
の
槍
先
形
尖
頭
器
は
、
小
型
の
チ
ャ
ー
ト

製
で
、
樋
状
剥
離
は
施
さ
れ
て
い
な
い
が
、
片
側
側
縁
の
肩
が
張
り
左
右
非
対
称
形
を
呈
し
て

い
る
。
他
に
小
型
の
二
側
縁
加
工
の
ナ
イ
フ
形
石
器

（２２
・
２３
）
に
、
無
斑
晶
質
安
山
岩
を
石

材
と
す
る
、
円
形
。拇
指
状
掻
器
が
伴

っ
て
い
る
。

こ
の
七

ツ
栗
Ｉ
石
器
文
化
の
層
位
事
例
を

根
拠
と
し
て
、
東
裏
Ｈ
２
Ⅲ
石
器
文
化
の
位
置
づ
け
を
お
こ
な
っ
た
。

い
ま
の
と
こ
ろ
明
確
に
野
尻
湖
第
Ⅲ
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
石
刃
石
器
群
は
な
い
。
候
補
と

し
て
は
、
貫
ノ
木
Ｈ
２
Ⅱ
石
器
文
化
の
石
刃
石
器
群
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
層
位

的
に
は
Ⅳ
層
上
部
に
位
置
し
、
隣
接
す
る
野
尻
湖
第
Ⅳ
期
の
杉
久
保
系
石
器
群
で
あ
る
貫
ノ
木

Ｈ
ｌ
Ⅲ
ｂ
石
器
文
化
に
伴
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
仲
町
Ｂ
Ｐ
２
地
点
の
石
器
群
に

つ
い
て
は
、
層
位
的
に
野
尻
湖
第
Ⅲ
期
に
位
置
づ
け
て
も
よ
い
ブ

ロ
ッ
ク
も
複
数
存
在
し
た
。

石
器
型
式
的
に
も
第
Ⅲ
期
に
こ
の
手
の
石
刃
石
器
群
が
存
在
し
て
も
よ
い
と
考
え
る
が
、
複
数

の
斧
形
石
器
の
組
成
と
、
堆
積
が
厚
い
ブ

ロ
ッ
ク
で
は
、
Ｖ

ａ
層
主
体
の
分
布
が
見
ら
れ
た
た

め
、
い
ま
の
と
こ
ろ
、
野
尻
湖
第
Ⅱ
期
と
判
断
し
て
い
る
。

野
尻
湖
第
Ⅳ
期
は
武
蔵
野
台
地
Ⅳ
層
上
部
か
ら
Ⅲ
層
下
部
、
諏
訪
問
段
階
Ⅵ
～
Ⅷ
に
対
比
さ

れ
る
。
南
関
東
で
は
、
三
側
縁
加
工
の
ナ
イ
フ
形
石
器
が
発
達
す
る
時
期
か
ら
が
相
当
す
る
が
、

野
尻
湖
周
辺
で
は
槍
先
形
尖
頭
器
が
発
達
し
て
い
る
。
ま
た
、
尖
頭
器
石
器
群
と
は
別
に
、
発

達
し
た
石
刃
石
器
群
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
杉
久
保
系
石
器
群
が
存
在
す
る
。
杉
久
保
系
石
器
群

は
南
関
東
に
は
な
い
石
器
群
で
あ
り
、
野
尻
湖
遺
跡
群
で
は
尖
頭
器
石
器
群
と
同

一
層
準
か
ら

検
出
さ
れ
る
。
薄
い
石
刃
を
素
材
と
し
て
、
鋭
い
尖
端
と
尖

っ
た
基
部
を
持

つ
柳
葉
形
の
形
態

は
、
槍
先
形
尖
頭
器
と
同

一
機
能
を
有
す
る
ナ
イ
フ
形
石
器
と
し
て
評
価
で
き
よ
う
。
ま
た
、

第
Ⅲ
期
か
ら
継
続
す
る
国
府
系
石
器
群
も
こ
の
時
期
ま
で
継
続
し
て
い
る
。
左
右
対
称
の
平
面

形
と
、
相
対
す
る
側
縁
の
加
工
面
の
入
れ
替
わ
り
に
よ
る
表
裏
対
称
の
横
断
面
形
は
、
槍
先
形

尖
頭
器
の
形
態
を
意
識
し
た
も
の
だ
ろ
う
か
。

野
尻
湖
第
Ｖ
期
は
武
蔵
野
台
地
Ⅲ
層
、
諏
訪
間
段
階
Ⅸ
～
測
に
対
比
さ
れ
る
。
諏
訪
間
段
階

野尻湖遺跡群における先土器時代石器群の変遷
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Ⅸ
と
Ｘ
は
細
石
刃
石
器
群
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
相
模
野
台
地
は
尖
頭
器
石
器
群
が
姿
を
消
し
、

細
石
刃
石
器
群
に
変
わ

っ
て
し
ま
う
と
さ
れ
て
い
る
。
野
尻
湖
遺
跡
群
で
の
細
石
刃
石
器
群
は

規
模
が
小
さ
く
量
も
少
な
い
。
そ
の
た
め
、
段
階
Ⅸ

。
Ｘ
に
み
ら
れ
る
細
石
刃
核
の
型
式
変
化

を
確
認
す
る
だ
け
の
資
料
数
が
な
い
。
し
か
し
、
細
石
刃
石
器
群
の
遺
跡
数
の
少
な
さ
と
、
遺

跡
規
模
の
小
さ
さ
は
、
他
の
時
期
の
野
尻
湖
遺
跡
群
と
の
比
較
で
あ
り
、
遺
跡
群
の
面
積
の
狭

さ
を
考
慮
す
る
と
、　
一
般
的
な
遺
跡
密
度
と
評
価
で
き
よ
う
。　
一
方
、
諏
訪
間
段
階
Ⅸ

ｏ
Ｘ
で

姿
を
消
す
尖
頭
器
石
器
群
は
野
尻
湖
遺
跡
群
で
は
継
続
し
て
い
る
。
第
Ｖ
期
の
尖
頭
器
石
器
群

は
「
神
子
柴
系
文
化
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
神
子
柴
系
石
器
群
に
つ
な
が
る
。
神
子
柴
系
石
器
群

は
そ
の
変
遷
過
程
の
後
半
期
に
は
土
器
が
共
伴
す
る
よ
う
に
な
り
縄
文
時
代

へ
と
移
り
変
わ

っ

て
い
く
。

五
　
先
土
器
時
代
社
会
と
野
尻
湖
編
年

１
　
野
尻
湖
第
Ｉ
期
と
そ
れ
以
前
の
日
本
列
島

野
尻
湖
第
Ｉ
期
に
並
行
す
る
本
州
、
四
国
、
九
州
に
は
斧
形
石
器
や
ナ
イ
フ
形
石
器
な
ど
日

本
列
島
固
有
の
石
器
が
分
布
す
る
こ
と
か
ら
、
大
陸
と
は
異
な
る
独
自
の
文
化
を
形
成
し
て
い

た
と
評
価
で
き
る
。
こ
の
時
期
の
野
尻
湖
遺
跡
群
を
他
地
域
の
遺
跡
群
と
比
較
す
る
と
圧
倒
的

に
遺
跡
数
が
多
く
、
遺
跡
規
模
が
大
き
い
。
い
ま
の
と
こ
ろ
、
野
尻
湖
遺
跡
群
に
匹
敵
す
る
規

模
の
遺
跡
群
は
発
見
さ
れ
て
な
い
。
日
本
列
島
で
野
尻
湖
第
Ｉ
期
よ
り
確
実
に
古
い
と
位
置
づ

け
ら
れ
る
明
確
な
石
器
群
は
未
確
認
で
あ
る
。

野
尻
湖
第
Ｉ
期
の
斧
形
石
器
、
ナ
イ
フ
形
石
器
、
台
形
石
器
は
形
態
的
に
整

っ
て
お
り
、
発

達
し
た
石
器
製
作
技
術
の
存
在
を
指
摘
で
き
る
。
さ
ら
に
、
黒
曜
石
、
珪
質
頁
岩
、
無
斑
晶
質

安
山
岩
等
の
遠
隔
地
の
石
材
が
、
多
方
面
か
ら
大
量
に
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
事
実
か
ら
人
び
と

が
ど
こ
に
行
け
ば
ど
ん
な
石
材
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
情
報
を
持

っ
て
い
た
こ
と

に
な
る
。
ま
た
、
石
材
の
地
理
的
情
報
を
把
握
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
同

一
空
間
内
の
植
生
、

動
物
相
等
の
情
報
も
把
握
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
大
陸
か
ら
日
本
列
島
に
や
っ
て
来
た
最

初
の
人
び
と
の
様
子
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
が
、
来
て
間
も
な
い
人
び
と
が
、
こ
の
よ
う
な
生

活
に
必
要
な
詳
細
な
地
理
的
情
報
を
持

っ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
た
め
、
野
尻
湖
第
Ｉ
期

の
人
び
と
は
、
最
初
の
人
び
と
が
来
て
か
ら

一
定
期
間
を
経
た
人
び
と
と
評
価
で
き
る
。

日
本
列
島
に
や

っ
て
来
た
人
び
と
は
黒
曜
石
、
珪
質
頁
岩
、
無
斑
晶
質
安
山
岩
な
ど
の
石
材

の
産
地
と
、
野
尻
湖
周
辺
な
ど
の
食
料
資
源
の
豊
か
な
地
域
を
発
見
し
た
。
こ
れ
ら
の
発
見
に

よ
り
安
定
し
た
石
器
生
産
、
食
料
生
産
を
手
に
い
れ
、
人
口
が
増
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ

う
な
地
理
情
報
の
人
手
に
よ
り
日
本
列
島
の
環
境
に
適
応
し
た
人
び
と
は
、
日
本
列
島
の
全
域

に
遺
跡
を
残
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
剥
片
石
器
に
有
効
な
石
器
石
材
産
地
が
な
い
野
尻
湖
遺
跡

群
は
、
食
料
獲
得
活
動
の
中
心
的
な
場
、
す
な
わ
ち
、
周
期
的
な
移
動
生
活
の
中
で
必
ず
立
ち

寄
る
場
所
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

２
　
野
尻
湖
第
Ⅱ
期
の
日
本
列
島

人
び
と
が
日
本
列
島
に
定
着
し
て
か
ら
時
間
を
経
過
す
る
に
つ
れ
、
さ
ら
な
る
石
器
生
産
、

食
糧
生
産
の
発
展
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
、
よ
り
よ
い
石
器
石
材
の
活
用
、
石
材

の
特
性
を
生
か
し
た
石
器
の
製
作
と
考
え
ら
れ
る
。
野
尻
湖
第
Ｉ
期
の
剥
片
石
器
に
は
、
ほ
と

ん
ど
石
材
に
よ
る
差
は
認
め
ら
れ
な
か

っ
た
。
そ
れ
が
第
Ⅱ
期
に
な
る
と
、
黒
曜
石
、
珪
質
頁

岩
、
無
斑
晶
質
安
山
岩
な
ど
で
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
石
器
製
作
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

黒
曜
石
、
珪
質
頁
岩
で
は
石
刃
製
作
技
術
が
発
達
し
、
完
成
さ
れ
た
ナ
イ
フ
形
石
器
が
作
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。
無
斑
品
質
安
山
岩
産
地
で
は
連
続
し
た
横
長
剥
片
生
産
技
術
が
生
み
出
さ
れ

つ
つ
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
石
材
適
応
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
石
材
産
地
を
中
心
と
す
る
地
域
性
を

生
む
こ
と
と
な

っ
た
。
野
尻
湖
は
多
く
の
人
び
と
の
活
動
領
域
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
た
め
、

広
域
の
異
な
る
地
域
性
を
持

つ
石
器
群
が
共
存
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

３
　
野
尻
湖
第
Ⅲ
期
の
日
本
列
島

野
尻
湖
第
Ⅲ
期
に
は
最
終
氷
期
最
寒
冷
期
を
迎
え
る
。
依
然
と
し
て
広
域
の
人
び
と
の
活
動

領
域
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
野
尻
湖
で
は
あ
る
が
、
遺
跡
数
の
減
少
か
ら
訪
れ
る
人
び
と
の
減

少
が
読
み
取
れ
る
。
こ
れ
が
、
日
本
列
島
全
体
の
減
少
で
あ
る
の
か
、
標
高
の
高
い
地
域
の
特

性
で
あ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
石
器
製
作
技
術
は
進
歩
を
続
け
槍
先
形
尖
頭
器
製
作
技
術
の
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野尻湖遺跡群における先土器時代石器群の変遷

登
場
な
ど
、
次
の
時
期

へ
の
新
た
な
進
展
の
土
台
が
築
か
れ
た
と
考
え
る
。

４
　
野
尻
湖
第
Ⅳ
期
の
日
本
列
島

最
寒
冷
期
を
越
え
た
頃
、
寒
冷
化
に
適
応
し
新
た
な
石
器
製
作
技
術
を
手
に
入
れ
た
人
び
と

が
再
び
活
動
を
増
す
こ
と
に
な

っ
た
。
第
Ⅱ
期
で
生
ま
れ
た
地
域
性
は
さ
ら
に
個
性
を
強
め
る
。

石
刃
石
器
群
の
杉
久
保
系
石
器
群
で
は
、
極
め
て
斉

一
性
の
高
い
ナ
イ
フ
形
石
器
と
彫
器
が
製

作
さ
れ
た
。
尖
頭
器
石
器
群
は
面
的
調
整
の
発
達
に
よ
り
、
斉

一
性
を
高
め
た
槍
先
形
尖
頭
器

が
発
達
す
る
。
ま
た
、
無
斑
品
質
安
山
岩
に
よ
る
国
府
系
石
器
群
も
継
続
し
て
い
た
。

５
　
野
尻
湖
第
Ｖ
期
の
日
本
列
島

大
陸
か
ら
北
海
道
と
九
州
に
伝
わ

っ
た
細
石
刃
に
よ
り
、
日
本
列
島
の
多
く
の
地
域
で
、
ナ

イ
フ
形
石
器
が
消
滅
し
、
細
石
刃
石
器
群
が
広
ま
る
。
野
尻
湖
遺
跡
群
に
も
細
石
刃
石
器
群
が

伝
播
し
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
石
器
群
と
比
べ
る
と
規
模
が
小
さ
く
、
密
度
が
低
い
。

い
っ
ぽ
う
、
前
時
期
ま
で
中
部
高
地
黒
曜
石
原
産
地
周
辺
で
発
達
し
た
尖
頭
器
石
器
群
は
、

石
器
の
大
型
化
を
追
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
要
因
が
列
島
内
外
の
ど
ち
ら
に
あ
る
か
は
定

か
で
は
な
い
が
、
尖
頭
器
石
器
群
が
主
体
と
な

っ
て
い
た
中
部
高
地
地
域
で
は
、
大
型
の
槍
先

形
尖
頭
器
を
製
作
す
る
文
化
が
受
容
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
大
き
な
石
材
の
入
手
が
困
難
な

黒
曜
石
で
は
、
槍
先
形
尖
頭
器
の
大
型
化
の
要
求
に
こ
た
え
ら
れ
な
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
槍
先

形
尖
頭
器
の
製
作
遺
跡
は
黒
曜
石
原
産
地
周
辺
か
ら
、
無
斑
晶
質
安
山
岩
な
ど
の
大
型
石
材
の

入
手
が
可
能
な
地
域

へ
と
移
り
変
わ

っ
た
。
野
尻
湖
遺
跡
群
で
も
第
Ⅳ
期
的
な
様
相
を
持
ち
な

が
ら
も
、
大
型
槍
先
形
尖
頭
器
を
組
成
す
る
尖
頭
器
石
器
群
が
存
在
す
る
他
、
石
器
製
作
を
伴

わ
な
い

「
神
子
柴
型
石
斧
」
や

「
神
子
柴
型
尖
頭
器
」
の
出
土
例
が
多
数
確
認
さ
れ
て
い
る
。
出

現
期
の
神
子
柴
系
石
器
群
は
土
器
を
組
成
し
な
い
野
尻
湖
第
Ｖ
期
に
属
す
尖
頭
器
石
器
群
と
し

て
理
解
さ
れ
る
。
神
子
柴
系
石
器
群
は
途
中
段
階
で
土
器
を
組
成
す
る
よ
う
に
な
る
。
野
尻
湖

遺
跡
群
で
は
、
複
数
の
神
子
柴
系
石
器
群
に
土
器
が
共
伴
し
て
お
り
、
石
器
土
器
型
式
の
違
い

や
放
射
性
年
代
測
定
値
の
差
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
先
土
器
時
代
全
般
に
わ
た
り
利
用
さ
れ
て

き
た
野
尻
湖
遺
跡
群
は
縄
文
時
代
草
創
期
に
至
る
ま
で
継
続
し
て
い
る
。

お

わ

り

に

野
尻
湖
遺
跡
群
の
先
土
器
時
代
石
器
群
の
変
遷
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
編
年
の
組
み
立
て

に
あ
た

っ
て
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
南
関
東
の
編
年
を
常
に
意
識
し
て
い
た
。
野
尻
湖
遺
跡

群
の
南
関
東
的
な
石
器
群
に
つ
い
て
は
、
南
関
東
に
対
比
で
き
る
編
年
を
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
、
本
稿
で
み
た
よ
う
に
野
尻
湖
遺
跡
群
に
は
南
関
東
に
は
な
い
東
北

ｏ
北
陸
地
方
の
石

刃
石
器
群
や
、
国
府
系
石
器
群
な
ど
が
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
南
関
東
に
は
な
い
石
器
群

と
南
関
東
的
な
石
器
群
と
の
層
位
対
比
、
石
器
型
式
対
比
が
直
接
で
き
る
数
少
な
い
フ
ィ
ー
ル

ド
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
層
位
的
な
見
地

で
南
関
東
と
比
較
す
る
と
、
あ
い
ま
い
な
点

や
不
確
定
要
素
が
多
い
が
、
逆
に
層
位
の
み
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
石
器
の
型
式
変
遷
の
説

明
と
、
周
辺
地
域
の
事
例
を
考
慮
し
て
組
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
え
る
。
層
位
が

薄
い
た
め
今
後
訂
正
す
べ
き
部
分
も
出
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
諸
方
の
批
正
を
待
ち
た
い
。

圧̈１
　
杉
原
荘
介

「群
馬
県
岩
宿
発
見
の
石
器
文
化
」
翁
明
治
大
学
文
学
部
研
究
報
告
』
第

一
冊
、　
一
九

五
六
年
）。

２
　
安
蒜
政
雄

「
一　

先
土
器
時
代
の
研
究
」
（
日
本
考
古
学
を
学
ぶ
』
貧

）
、
有
斐
閣
選
書
、
六
四
―

七
八
頁
、　
一
九
七
八
年
）
。

３
　
矢
島
國
雄

・
鈴
木
次
郎

「
相
模
野
台
地
に
お
け
る
先
土
器
時
代
研
究
の
現
状
」
「
神
奈
川
考
古
』

第
１
号
、　
一
―
三
〇
頁
、　
一
九
七
六
年
）
。

４
　
小
田
静
夫

「
武
蔵
野
台
地
に
於
け
る
先
土
器
文
化
」
「
神
奈
川
考
古
』
第
八
号
、　
一
―
三
〇
頁
、

一
九
八
〇
年
）
。

５
　
芹
沢
長
介

・
麻
生
優

「北
信

・
野
尻
湖
底
発
見
の
無
土
器
文
化

（予
報
と

（『
考
古
学
雑
誌
』
二
九
―

二
、
二
六
―
三
二
頁
、　
一
九
五
三
年
）
。

６
　
野
尻
湖
発
掘
調
査
団

「
野
尻
湖
の
発
掘

　

一
九
六
二
―

一
九
七
三
」
（共
立
出
版
、　
一
九
七
五
年
）

７
　
林
茂
樹

・
樋
口
昇

一
・
森
嶋
稔

・
笹
沢
浩

ｏ
小
林
学

・
畑
田
充

・
北
村
直
次

「
杉
久
保
Ａ
遺
跡
緊

急
発
掘
調
査
報
告
―
長
野
県
上
水
内
郡
信
濃
町
野
尻
湖
底
」
翁
長
野
県
考
古
学
会
誌
』
八
、　
一
―

一

八
、　
一
九
七
〇
年
）
。
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８
　
小
林
達
雄

「
伊
勢
見
山
遺
跡
」
「
長
野
県
史
』
考
古
資
料
編
全

一
巻

（二
）
主
要
遺
跡
北
東
信
、

五
七
―
六
二
頁
、　
一
九
八
二
年
）。

９
　
野
尻
湖
人
類
考
古
グ
ル
ー
プ

「野
尻
湖
周
辺
の
人
類
遺
跡
」
「
地
質
学
論
集
』

一
九
、
二

一
五
―

二
四
九
頁
、　
一
九
八
〇
）
の
他
、
『地
団
研
専
報
』
二
七
、
『地
団
研
専
報
』
三
二
、
『地
団
研
専
報
』

三
七
、
『
野
尻
湖
博
物
館
研
究
報
告
』

一
、
『
野
尻
湖
博
物
館
研
究
報
告
』
四
、
『野
尻
湖
ナ
ウ
マ
ン
ゾ

ウ
博
物
館
研
究
報
告
』
八
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。

１０
　
織
笠
昭

ｏ
野
尻
湖
発
掘
調
査
団

「
野
尻
湖
遺
跡
群
の
編
年
と
地
域
的
様
相
」
「
日
本
考
古
学
協
会

第
五
二
回
総
会
研
究
発
表
要
旨
』
、
八
―
九
、　
一
九
八
六
年
）。

１１
　
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『
上
信
越
自
動
車
道
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書

一
五
　
信
濃

町
内
そ
の

一　

日
向
林
Ｂ
遺
跡

ｏ
日
向
林
Ａ
遺
跡

ｏ
七

ツ
栗
遺
跡

。
大
平
Ｂ
遺
跡
』
公
一〇
〇
〇
年
）。

‐２
　
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『
上
信
越
自
動
車
道
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書

一
五
　
信
濃

町
内
そ
の

一　
裏
ノ
山
遺
跡

ｏ
東
裏
遺
跡

・
大
久
保
南
遺
跡

・
上
ノ
原
遺
跡
』
公
一〇
〇
〇
年
）。

‐３
　
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『
上
信
越
自
動
車
道
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書

一
五
　
信
濃

町
内
そ
の

一　

貫
ノ
木
遺
跡

ｏ
西
岡
Ａ
遺
跡
』
公
一〇
〇
〇
年
）。

‐４
　
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『
上
信
越
自
動
車
道
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書

一
六
　
信
濃

町
内
そ
の
二
　
縄
文
時
代
～
近
世
編
』
公
一〇
〇
〇
年
）
。

‐５
　
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『
上
信
越
自
動
車
道
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書

一
六
　
信
濃

町
内
そ
の
二
　
信
濃
町
デ
ー
タ
編
』
公
一〇
〇
〇
年
）。

‐６
　
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『
一
般
国
道

一
八
号

（野
尻
バ
イ
パ
ス
）
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査

報
告
書
二
　
信
濃
町
内
そ
の
二
　
貫
ノ
木
遺
跡

・
照
月
台
遺
跡
』
公
一〇
〇
四
年
）。

‐７
　
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『
一
般
国
道

一
八
号

（野
尻
バ
イ
パ
ス
）
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査

報
告
書
三
　
信
濃
町
内
そ
の
三
　
仲
町
遺
跡
』
公
一〇
〇
四
年
）。

‐８
　
谷
和
隆

。
大
竹
憲
昭

「
野
尻
湖
遺
跡
群
に
お
け
る
石
器
文
化
の
変
遷
」
６
第
１５
回
長
野
県
旧
石
器

文
化
研
究
交
流
会
発
表
資
料
―
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
野
尻
湖
遺
跡
群
の
旧
石
器
時
代
編
年
Ｌ
、
長
野
県

旧
石
器
文
化
研
究
交
流
会
、
三
二
―
五
七
、
二
〇
〇
三
年
）。

‐９
　
菱
田
量

「
日
向
林
Ｂ
遺
跡
お
よ
び
貫
ノ
木
遺
跡
に
お
け
る
ロ
ー
ム
層
の
鉱
物
分
析
」
「
上
信
越
自

動
車
道
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書

一
五
　
信
濃
町
内
そ
の

一　

日
向
林
Ｂ
遺
跡

ｏ
日
向
林
Ａ
遺

跡

ｏ
七
ツ
栗
遺
跡

・
大
平
Ｂ
遺
跡
　
旧
石
器
時
代
本
文
編
』、
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、　
一
七

一
―

一
八
六
頁
、
二
〇
〇
〇
年
）。

２０
　
菱
田
量

「
貫
ノ
木
遺
跡
の
テ
フ
ラ
分
析
」
「
上
信
越
自
動
車
道
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書

一

五
　
信
濃
町
内
そ
の

一　
貫
ノ
木
遺
跡

・
西
岡
Ａ
遺
跡
　
旧
石
器
時
代
本
文
編
』、
長
野
県
埋
蔵
文
化

財
セ
ン
タ
ー
、
二
四
九
―
二
五
三
頁
、
二
〇
〇
〇
年
）。

２‐
　
吉
川
昌
伸

「針
ノ
木
遺
跡
の
花
粉
化
石
群
」
「
上
信
越
自
動
車
道
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書

一
五
　
信
濃
町
内
そ
の

一　

日
向
林
Ｂ
遺
跡

。
日
向
林
Ａ
遺
跡

ｏ
七
ツ
栗
遺
跡

・
大
平
Ｂ
遺
跡
　
旧

石
器
時
代
本
文
編
』、
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、　
一
九
八
―
二
〇
七
、
二
〇
〇
〇
年
）。

２２
　
鈴
木
茂

「第
二
節
　
貫
ノ
木
遺
跡
の
プ
ラ
ン
ト
オ
パ
ー
ル
分
析
」
翁
上
信
越
自
動
車
道
埋
蔵
文
化

財
発
掘
調
査
報
告
書

一
五
　
信
濃
町
内
そ
の
一　
貫
ノ
木
遺
跡

・
西
岡
Ａ
遺
跡
　
旧
石
器
時
代
本
文

編
』、
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
二
五
四
―
二
五
六
頁
、
二
〇
〇
〇
年
）。

２３
　
白
石
浩
之

「西
南
日
本
に
お
け
る
ナ
イ
フ
形
石
器
終
末
期
の
予
察
」
翁
神
奈
川
考
古
』
第
二
号
、

一
―
三
〇
頁
、　
一
九
七
八
年
）。

２４
　
麻
柄

一
志

「
い
わ
ゆ
る
立
野
ヶ
原
型
ナ
イ
フ
形
石
器
の
基
礎
的
整
理
」
「
旧
石
器
考
古
学
』
三
二
、

四
九
―
五
八
頁
、　
一
九
八
六
年
）。

２５
　
佐
藤
宏
之

「台
形
様
石
器
研
究
序
論
」
「
考
古
学
雑
誌
』
七
三
―
三
、　
一
―
三
七
頁
、　
一
九
八
八

年
）。

２６
　
谷
和
隆

「
第
二
節
　
日
向
林
Ｉ
石
器
文
化
の
剥
片
石
器
」
翁
上
信
越
自
動
車
道
埋
蔵
文
化
財
発
掘

調
査
報
告
書

一
五
　
信
濃
町
内
そ
の

一　

日
向
林
Ｂ
遺
跡

ｏ
日
向
林
Ａ
遺
跡

・
七
ツ
栗
遺
跡

・
大
平

Ｂ
遺
跡
』、
二
六
二
―
二
六
七
頁
、
二
〇
〇
〇
年
）。

２７
　
須
藤
隆
司

「群
馬
県
藪
塚
遺
跡
の
石
器
文
化
―
ナ
イ
フ
形
石
器
の
型
式
学
的
研
究
―
」
（
明
治
大

学
考
古
学
博
物
館
報
』
二
、
二
七
―
五
〇
頁
、

一
九
八
六
年
）
。

２８
　
本
来
で
あ
れ
ば
、
茂
呂
系
石
器
群
に
対
し
て
、
「
東
山
系
石
器
群
」
の
よ
う
な
、
「標
識
遺
跡
名
」

＋

「系
石
器
群
」
と
し
て
呼
称
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
筆
者
の
中
で

「東
山
型
ナ
イ
フ
形
石
器
」

の
定
義
づ
け
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
、
便
宜
的
に
石
刃
石
器
群
と
い
っ
た
呼
称
を
用
い
る
こ
と
と

す
る
。

２９
　
報
告
書
で

「裏
ノ
山
Ｉ
石
器
文
化
」
と
し
て
報
告
し
た
石
器
群
に
つ
い
て
、
現
在
は

「裏
ノ
山
Ⅱ

石
器
文
化
」
に
含
ま
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

３０
　
大
竹
憲
昭

「第
五
章
成
果
と
課
題
」
「
上
信
越
自
動
車
道
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書

一
五

信
濃
町
内
そ
の

一　
貫
ノ
木
遺
跡

・
西
岡
Ａ
遺
跡
』
、
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
二
九
二
―
三

〇

一
頁
、
二
〇
〇
〇
年
）。

３‐
　
渡
辺
哲
也

「信
濃
町
東
裏
遺
跡
の
調
査
」
翁
第
六
回
長
野
県
旧
石
器
文
化
研
究
交
流
会
発
表
資
料
』、

長
野
県
旧
石
器
文
化
研
究
交
流
会
、　
〓
ニ
ー

一
七
頁
、　
一
九
九
四
年
）。
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野尻湖遺跡群における先土器時代石器群の変遷

３２
　
中
村
由
克

「
信
濃
町
上

ノ
原
遺
跡

（県
道
地
点
）
の
調
査
」
翁
第
八
回
長
野
県
旧
石
器
文
化
研
究

交
流
会
発
表
資
料
』
、
長
野
県
旧
石
器
文
化
研
究
交
流
会
、
二
五
―
四

一
頁
、　
一
九
九
六
年
）
。

３３
　
中
村
由
克

「
信
濃
町
上

ノ
原
遺
跡

（県
道
地
点
）

の
調
査
―
そ
の
二
―
」
「
第
九
回
長
野
県
旧
石

器
文
化
研
究
交
流
会
発
表
資
料
』
、
長
野
県
旧
石
器
文
化
研
究
交
流
会
、
三
二
―
四
〇
頁
、　
一
九
九
七

年
）
。

３４
　
中
村
由
克

・
中
村
敦
子

「
信
濃
町
上

ノ
原
遺
跡
の
第
二
次
調
査
」
翁
第
六
回
長
野
県
旧
石
器
文
化

研
究
交
流
会
発
表
資
料
』
、
長
野
県
旧
石
器
文
化
研
究
交
流
会
、
二
六
―
三
二
頁
、　
一
九
九
四
年
）
。

３５
　
中
村
由
克

「
〈速
報
〉
長
野
県
上
ノ
原
遺
跡
の
細
石
器
文
化
の
遺
構

（
Ｉ
ご

『
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

三
四
二
、

ニ
ュ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
社
、
四
二
―
四
四
頁
、　
一
九
九
二
年
）
。

３６
　
中
村
由
克

「
〈速
報
〉
長
野
県
上
ノ
原
遺
跡
の
細
石
器
文
化
の
遺
構

（
Ⅱ
と

『
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

三
四
四
、

ニ
ュ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
社
、
三
二
―
三
六
頁
、　
一
九
九
二
年
）
。

３７
　
諏
訪
間
順

「
相
模
野
台
地
に
お
け
る
先
土
器
時
代
石
器
群
に
つ
い
て
」
翁
神
奈
川
考
古
』
二
四
、

一
―
三
〇
頁
、　
一
九
八
八
年
）
。

３８
　
須
藤
隆
司

「
中
部
地
方
の
地
域
編
年
」
「
旧
石
器
時
代
の
地
域
編
年
的
研
究
』
、
安
斎
正
人

・
佐
藤

宏
之
編
、
同
成
社
、　
一
〇
三
―

一
四
〇
頁
、
二
〇
〇
六
年
）
。

３９
　
堤
隆

「
樋
状
剥
離
を
有
す
る
石
器
の
再
認
識

（上
と

（『
信
濃
』
第
四
〇
巻
第
四
号
、
二
四
―
四
五

頁
、　
一
九
八
八
年
）
。

４０
　
堤
隆

「
樋
状
剥
離
を
有
す
る
石
器
の
再
認
識

（下
と

（『
信
濃
』
第
四

一
巻
第
五
号
、
三
八
―
六
四

頁
、　
一
九
八
九
年
）
。

４‐
　
森
嶋
稔

「長
野
県
長
野
市
信
田
町
上
和
沢
出
土
の
尖
頭
器
」
翁
信
濃
』
第

一
九
巻
第
四
号
、
三
三
―

二
五
頁
、　
一
九
六
七
年
）
。

４２
　
森
嶋
稔

「
神
子
柴
型
石
斧
を
め
ぐ

っ
て
の
試
論
」
翁
信
濃
』
第
二
〇
巻
第
四
号
、　
一
一
―
三
二
頁
、

一
九
七
〇
年
）
。

４３
　
谷
和
隆

「
第
五
章
　
成
果
と
課
題
」
翁

一
般
国
道

一
八
号

（野
尻
バ
イ
パ
ス
）
埋
蔵
文
化
財
発
掘

調
査
報
告
書
二
　
信
濃
町
内
そ
の
二
　
貫
ノ
木
遺
跡

・
照
月
台
遺
跡
』
、
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、

二
五
六
―
二
八

一
頁
、
二
〇
〇
四
年
）
。
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